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梵

天太
平
山
三
吉
神
社
の
梵
天
祭
は
、
毎
年
一
月
十
七

日
に
行
わ
れ
る
。

五
穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛
、
家
内
安
全
、
無
病
息
災

な
ど
の
祈
願
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

写
真
は
、「
学
園
躍
進
」
祈
願
を
す
る
本
学
の
梵

天
奉
納
の
様
子
。



雪

国

民

俗

（
第
三
十
号
）

「
雪
国
民
俗
」（
第
三
十
号
）
を
発
行
し
た
。
同
二
十
九
号

の
発
行
は
平
成
六
年
で
あ
る
か
ら
実
に
十
年
を
越
え
る
ほ
ど
長

い
間
休
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

今
回
発
行
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
十
七
年
四
月
、
学

内
に
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
雪
国
民
俗
館
が
そ
の

組
織
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
民
具
の
整
理

と
展
示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
民
具
収
集
、
本
館
見
学
者

へ
の
対
応
、
雪
国
民
俗
館
の
紹
介
な
ど
を
し
て
き
た
。
そ
し
て

研
究
誌
「
雪
国
民
俗
」
の
再
興
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
誌
は
二
論
文
、
一
史
料
の
構
成
で
あ
る
。「
秋
田
万
歳
と

江
戸
万
歳
の
比
較
考
」
で
は
、
秋
田
万
歳
の
詞
章
が
ど
の
よ
う

に
創
作
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
意
欲
の
あ
る
論

文
で
あ
る
。
ま
た
「
海
上
出
稼
（
北
海
道
）
史
料
」
は
、
秋
田

か
ら
北
海
道
へ
主
に
鰊
を
追
い
か
け
て
北
上
し
た
漁
師
集
団
―

海
上
出
稼
の
史
料
で
あ
る
。
記
録
さ
れ
た
漁
師
は
網
元
（
親

方
）
が
中
心
で
あ
る
が
、
秋
田
の
漁
業
出
稼
と
そ
の
歴
史
を
知

る
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。「
秋
田
か
ら
離
島
へ
（
礼
文
・

利
尻
）」
は
、
こ
の
史
料
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
本
館
は
確
か
な
歩
み
を
始
め
た
。
そ
の
意
味
で

「
雪
国
民
俗
」（
第
三
十
号
）
の
発
行
は
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
き
っ
た
と
い
え
よ
う
。

今
後
地
域
社
会
と
の
連
携
を
保
ち
な
が
ら
本
館
の
活
動
の
充

実
を
図
り
、「
雪
国
の
文
化
」
研
究
の
輪
を
広
げ
、
そ
の
成
果

が
本
誌
に
も
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
所
存
で
あ
る
。

よ
ろ
し
く
ご
支
援
、
ご
援
助
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

（
館
長

鎌
田

幸
男
）

は
じ
め
に



一
、
秋
田
か
ら
離
島
へ
（
礼
文
・
利
尻
）

―
鰊
場
へ
進
出
し
た
漁
師
た
ち
―

鎌
田

幸
男

二
、
秋
田
万
歳
と
江
戸
万
歳
の
比
較
考

―
「
御
国
万
歳
」
の
詞
章
を
中
心
に
―

平

辰
彦

史
料

海
上
出
稼
（
北
海
道
）
史
料

―
旧
免
許
漁
業
原
簿
か
ら
（
秋
田
の
漁
師
）
―

鎌
田

幸
男
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は
じ
め
に

漁
師
は
海
へ
出
る
と
山
を
見
た
。
そ
し
て
山
割
り
・
山
当
て

に
よ
り
漁
場
を
確
認
し
て
き
た
。
同
時
に
そ
れ
は
沖
合
で
の
船

の
位
置
を
知
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
操
業
中
も
山
を
見
て
は
雲

の
動
き
、
変
化
を
察
知
し
、
ま
た
潮
流
に
気
を
つ
け
適
切
な
対

応
を
し
て
き
た
。
利
尻
島
近
海
の
漁
業
で
は
、
利
尻
山
は
ま
さ

に
そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
。
礼
文
島
の
漁
師
は
、「
笠
雲
が

掛
る
と
天
気
が
荒
れ
る
」
と
か
春
先
き
の
雪
渓
を
見
て
「
中
腹

に
猫
の
顔
の
形
が
浮
き
出
る
頃
、
ニ
シ
ン
が
や
っ
て
く
る
」
と

い
い
そ
の
時
期
の
目
安
と
し
て
き
た
�

。

ま
た
香
深
井
（
礼
文
島
）
の
漁
場
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

に
語
ら
れ
て
い
る
�

。
礼
文
島
は
平
地
が
少
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、

香
深
井
は
扇
状
地
に
な
っ
て
い
て
平
地
が
あ
り
、
古
く
か
ら
番

屋
や
倉
庫
が
建
ち
並
ぶ
一
大
集
落
で
あ
っ
た
。
そ
の
番
屋
の
所

有
者
の
一
人
に
大
友
と
い
う
人
が
い
た
。
網
主
で
漁
場
を
開
い

た
人
で
あ
る
。
三
月
半
ば
に
は
雇
い
の
者
が
き
て
、
四
月
初
め

に
は
網
下
ろ
し
の
祝
い
が
あ
り
、
威
勢
の
よ
い
掛
声
が
こ
の
番

屋
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

焼
尻
・
天
売
両
島
へ
の
鰊
場
出
稼
に
つ
い
て
は
、
論
叢
七
四

号
に
報
告
し
た
�

。
本
稿
は
礼
文
・
利
尻
両
島
へ
の
進
出
に
つ

い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

尚
鰊
場
出
稼
の
形
態
は
、
漁
業
権
を
保
有
す
る
い
わ
ゆ
る
鰊

場
の
網
元
（
親
方
）
と
し
て
の
進
出
と
、
漁
業
従
事
者
つ
ま
り

被
雇
漁
夫
と
し
て
の
進
出
と
が
あ
る
�

。
こ
こ
で
は
前
者
の
漁

業
形
態
を
と
り
あ
げ
る
が
、
そ
の
基
礎
史
料
と
し
て
旧
免
許
漁

業
原
簿
�

に
登
載
さ
れ
て
い
る
漁
業
者
を
主
に
対
象
と
し
た
。

本
原
簿
に
は
主
と
し
て
明
治
三
十
五
年
以
降
の
漁
場
、
そ
し
て

漁
業
権
の
相
続
・
譲
渡
・
贈
與
・
売
買
に
関
す
る
契
約
年
月
日
、

ま
た
借
地
権
や
抵
当
権
を
設
定
し
て
漁
場
を
貸
借
す
る
こ
と
な

ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
秋
田
か
ら
進
出
し
た
鰊
漁
師
が
多

数
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
残
存
す
る
他
の
史
料
と
の
関
わ
り
を
通
じ

て
代
表
的
な
網
元
を
抽
出
し
た
。
そ
し
て
本
原
簿
か
ら
書
写
し

た
も
の
は
別
添
史
料
と
し
て
掲
載
し
た
。

秋
田
か
ら
離
島
へ
（
礼
文
・
利
尻
）

―
鰊
場
へ
進
出
し
た
漁
師
た
ち
―

鎌

田

幸

男

秋田から離島へ（礼文・利尻）

１



ま
た
利
尻
島
で
は
、
西
谷
栄
治
氏
（
利
尻
町
立
博
物
館
学
芸

課
長
）
に
現
地
案
内
を
は
じ
め
種
々
、
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

深
く
感
謝
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
礼
文
島
へ
の
進
出

１
�
大
友
家
の
鰊
場
へ
の
進
出

香
深
井
の
鰊
場
漁
業
に
進
出
し
た
漁
師
に
大
友
長
次
兵
衛

（
男
鹿
市
・
戸
賀
・
加
茂
青
砂
）
が
い
る
。

旧
免
許
漁
業
原
簿
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

・
礼
鰊
定
第
四
二
九
号
（
免
許
年
月
日
・
明
治
四
十
二
年
二
月

九
日
）
の
漁
業
権
移
転
が
あ
る
。
漁
業
権
者
で
あ
る
大
友
長
次

兵
衛
が
、
旧
免
許
漁
業
原
簿
よ
り
移
し
登
録
し
た
の
は
、
大
正

七
年
七
月
九
日
で
あ
る
。
そ
の
漁
業
権
を
大
友
誠
一
（
男
鹿

市
・
戸
賀
・
加
茂
青
砂
）
が
譲
渡
に
よ
り
取
得
、
登
録
し
た
の

は
、
大
正
七
年
七
月
九
日
（
譲
渡
証
書
は
大
正
七
年
六
月
二
十

九
日
）
で
あ
る
。
そ
の
後
合
同
漁
業
株
式
会
社
（
小
樽
市
）
が

出
資
を
し
て
漁
業
権
を
取
得
、
登
録
（
昭
和
八
年
一
月
十
三

日
）
し
て
い
る
。
後
に
触
れ
る
大
友
家
史
料
に
も
出
て
く
る
が
、

要
す
る
に
漁
業
権
は
、
相
続
・
贈
與
・
譲
渡
・
売
買
の
対
象
に

な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

・
礼
鰊
定
第
四
三
四
号
、
同
四
三
五
号
、
同
四
三
七
号
で
は
、

漁
場
の
貸
借
権
を
保
有
（
貸
借
契
約
）
し
て
漁
業
に
あ
た
っ
て

い
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

貸
借
期
間

明
治
四
十
四
年
三
月
二
十
五
日
〜
同
年
七
月
三

十
日

貸
借
料
（
一
漁
期
）

金
二
百
十
円

支
払
期
日

明
治
四
十
四
年
五
月
二
十
日

貸
借
契
約
で
は
、
期
間
を
継
続
し
た
り
、
存
続
期
間
満
了
に
よ

り
貸
借
権
を
抹
消
し
た
り
、
時
に
は
中
途
解
約
も
あ
っ
た
。

大
友
家
が
保
有
す
る
鰊
場
出
稼
史
料
�

に
よ
る
と
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
わ
か
る
。

・
明
治
二
十
九
年
七
月
十
八
日
付
、
大
友
長
次
郎
、
同
長
吉
は
、

山
本
久
右
衛
門
（
松
前
郡
・
福
山
町
寄
留
）
が
香
深
井
に
所
有

す
る
海
産
干
場
・
鰊
建
網
漁
場
・
建
網
・
建
物
（
住
家
・
粕

庫
・
網
庫
・
榔
（
廊
と
も
書
く
）
家
）・
漁
船
・
そ
の
他
諸
道

具
一
式
を
賃
借
し
て
い
る
。

貸
借
期
間

明
治
二
十
九
年
八
月
〜
同
三
十
二
年
六
月
三
十

日

貸
借
料
（
一
漁
期
）

礼
文
郡
出
産
鰊
精
粕
二
百
二
十
五
石

支
払
期
日

毎
年
七
月
三
十
日

こ
の
契
約
保
証
人
は
、
大
友
長
次
兵
衛
で
あ
る
。

・
明
治
三
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日
付
、
漁
夫
被
雇
証
書
が
あ

る
。
大
友
長
次
兵
衛
が
香
深
村
カ
ブ
カ
イ
に
所
有
す
る
漁
場
に

於
い
て
鰊
漁
業
に
従
事
す
る
契
約
内
容
で
あ
る
。
契
約
期
間
は
、

明
治
三
十
三
年
旧
二
月
十
日
〜
同
年
旧
六
月
九
日
ま
で
で
あ
る
。

ま
た
明
治
四
十
年
〜
同
四
十
四
年
ま
で
の
漁
夫
被
雇
証
書
に

は
、
ど
こ
の
漁
場
か
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て

２



「
貴
殿
御
指
図
の
場
所
に
於
い
て
漁
業
に
服
務
可
仕
為
め
相
雇

は
れ
候
」
と
あ
る
。
大
正
二
年
〜
同
三
年
に
か
け
て
の
も
の
に

は
、「
香
深
村
若
く
は
他
に
貴
殿
御
指
図
の
場
所
に
於
い
て
」

と
あ
る
。
宛
名
は
い
づ
れ
も
大
友
長
次
兵
衛
と
な
っ
て
い
る
。

長
次
兵
衛
は
、
利
尻
島
で
は
長
の
家
号
で
大
友
出
張
漁
場
で
知

ら
れ
て
い
る
し
、
天
売
島
に
も
漁
場
を
保
有
し
て
い
た
。「
貴

殿
御
指
図
の
場
所
」
と
あ
る
の
は
、
こ
う
し
た
状
態
を
示
唆
し

て
い
た
も
の
と
い
え
る
。

ま
た
出
稼
に
つ
い
て
親
権
者
の
承
諾
書
が
あ
る
。
例
え
ば
大

正
九
年
三
月
十
日
〜
同
年
七
月
三
十
ま
で
、
香
深
井
の
大
友
長

次
兵
衛
漁
場
へ
出
稼
の
件
承
諾
と
あ
る
。

・
明
治
四
十
年
六
月
二
十
九
日
付
、
カ
ブ
カ
イ
に
鰊
納
家
を
建

設
す
る
目
的
で
、
次
の
よ
う
な
計
画
書
を
添
付
し
て
「
公
有
水

面
埋
立
願
」
を
宗
谷
支
庁
へ
提
出
し
て
い
る
。

海
面
（
間
口
三
十
間
、
奥
行
七
間
）

工
事
費
概
算
書
、
工
事
の
方
法
、
図
面
（
略
）

し
か
し
そ
こ
は
海
浜
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
許
可
で
き
な
い
旨
、

同
四
十
一
年
十
二
月
十
一
日
却
下
さ
れ
て
い
る
。

・
明
治
四
十
一
年
六
月
、
大
友
長
次
兵
衛
は
、
山
本
久
右
衛
門

が
香
深
村
に
所
有
す
る
不
動
産
（
宅
地
、
海
産
干
場
）
を
購
入

し
て
い
る
。

・
大
友
長
次
兵
衛
は
、
次
の
よ
う
に
山
本
久
右
衛
門
が
香
深
村

に
所
有
す
る
定
置
漁
業
権
（
鰊
角
網
漁
場
、
東
第
三
一
二
号
・

同
一
一
〇
号
）
の
貸
借
契
約
を
結
ぶ
。

貸
借
期
間

明
治
四
十
二
年
四
月
一
日
〜
同
年
七
月
三
十
日

貸
借
料
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
本
貸
借

契
約
証
書
に
は
、
そ
の
期
間
中
「
公
私
諸
掛
り
賦
課
納
税
及
水

産
組
合
費
等
は
凡
て
借
受
人
の
負
担
と
す
」
と
あ
る
。

・
明
治
四
十
四
年
六
月
、
大
友
長
次
兵
衛
は
、
香
深
村
字
カ
フ

カ
イ
に
所
有
す
る
不
動
産
（
宅
地
、
畑
、
海
産
干
場
）
を
大
友

誠
一
へ
無
償
贈
與
し
て
い
る
。

・
大
正
四
年
十
一
月
十
八
日
付
、
大
友
長
次
兵
衛
は
、
山
本
久

右
衛
門
が
香
深
村
に
所
有
す
る
漁
業
権
、
土
地
、
建
物
、
漁
具

に
関
す
る
貸
借
契
約
を
結
ぶ
。

漁
業
権
の
表
示
で
は
、
鰊
角
網
漁
業
権
（
東
第
三
〇
九
号
、

同
三
一
〇
号
、
同
三
一
一
号
、
同
三
一
二
号
）、
土
地
、
建
物

の
表
示
で
は
、
香
深
村
漁
場
に
付
属
す
る
も
の
で
海
産
干
場
の

全
部
、
漁
場
に
建
設
さ
れ
る
木
造
柾
葺
住
家
、
粕
倉
、
廊
家
、

漁
具
の
表
示
で
は
、
鰊
角
網
、
漁
船
、
鰊
釜
そ
の
他
一
切
の
諸

道
具
で
あ
る
。

貸
借
期
間

大
正
四
年
十
一
月
十
八
日
〜
同
七
年
七
月
三
十

日

貸
借
金
（
一
漁
期
）

鰊
絞
粕
最
上
品
百
石

ま
た
貸
借
期
間
中
の
水
産
税
、
村
費
、
其
の
他
す
べ
て
の
賦
課

金
は
借
主
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

・
大
正
十
一
年
七
月
一
日
付
、
大
友
長
次
兵
衛
が
香
深
井
に
所

有
す
る
漁
場
、
土
地
、
建
物
（
平
家
建
漁
舎
、
廊
家
、
網
庫
、

粕
庫
、
莚
庫
）、
鰊
角
網
、
漁
船
並
び
に
付
属
漁
具
、
そ
の
他

秋田から離島へ（礼文・利尻）
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一
切
の
諸
道
具
を
香
深
村
の
米
澤
源
蔵
、
同
源
三
郎
に
賃
借
す

る
。
こ
の
明
細
帳
に
は
貸
借
期
間
や
賃
借
料
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。ま

た
先
に
触
れ
た
大
友
長
次
郎
（
長
治
郎
と
も
あ
る
）
は
、

長
の
家
号
で
早
く
よ
り
天
売
島
へ
鰊
場
漁
師
と
し
て
進
出
し
て

い
た
。
明
治
十
三
年
に
は
海
産
干
場
の
地
券
、
同
十
九
年
に
は

畑
地
の
地
券
を
所
有
し
て
い
る
。
天
売
、
焼
尻
有
名
家
紹
介
表

に
も
長
大
友
長
次
郎
（
加
茂
青
砂
、
天
売
漁
場
、
建
場
東
第
一

五
号
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

大
友
長
吉
（
加
茂
青
砂
）
も
い
る
。
明
治
三
十
四
年
旧
六
月

十
九
日
付
、
堀
田
子
之
助
（
浜
口
、
釜
谷
）
が
長
吉
よ
り
川
崎

船
一
艘
を
貸
借
、
ま
た
同
三
十
七
年
八
月
二
十
三
日
付
で
子
之

助
が
所
有
す
る
漁
具
一
切
を
長
吉
に
金
二
千
円
で
売
渡
し
、
そ

の
後
た
だ
ち
に
貸
借
契
約
を
結
ん
で
い
る
。

賃
借
期
間

明
治
三
十
七
年
八
月
〜
同
四
十
年
八
月
三
十
日

貸
借
料
（
一
漁
期
）

鰊
メ
粕
五
十
石

２
�
香
深
井
に
残
る
大
友
家
の
跡
地

現
在
香
深
井
に
郵
便
局
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
建
物
が
あ

る
。
外
観
は
番
屋
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。
明
治
未
〜
大
正
五

年
頃
ま
で
の
間
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
大
友
の
番
屋
で

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
地
元
の
中
に
は
合
同
の

も
の
（
前
出
、
合
同
漁
業
株
式
会
社
）
と
も
い
う
が
、
漁
業
史

料
か
ら
し
て
大
友
長
次
兵
衛
が
建
設
し
た
番
屋
で
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。

海
岸
は
湾
状
を
な
す
自
然
浜
で
風
波
の
影
響
も
あ
ま
り
な
い

と
こ
ろ
と
い
う
。
番
屋
か
ら
道
路
を
距
て
た
海
岸
ま
で
は
、
広

い
平
坦
地
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
網
庫
や
各
種
倉
庫
が
建
ち

並
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
番
屋
の
後
方
に
は
大
友
家
の

住
家
な
ど
が
建
つ
屋
敷
地
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
か
ら
は
、
屋
敷
地
の
境
界
域
を
示
す
よ
う
な
大
友
の
文
字
が

刻
ま
れ
た
四
角
柱
形
の
石
が
三
個
確
認
で
き
る
。

ま
た
海
を
正
面
に
し
て
見
内
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。
年
代

は
不
詳
だ
が
、
太
鼓
が
奉
納
さ
れ
て
い
て
七
人
の
氏
名
が
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
大
友
誠
一
と
米
澤
源
蔵
の
名
が
あ
る
。

前
者
に
は
、
前
に
触
れ
た
よ
う
に
大
友
長
次
兵
衛
が
香
深
井
に

所
有
す
る
不
動
産
を
明
治
四
十
四
年
六
月
に
無
償
贈
與
さ
れ
て

い
る
。
後
者
に
は
、
大
正
十
一
年
七
月
漁
場
、
土
地
、
建
物
、

大友番屋と伝承（現郵便局）

大友と刻された四角柱の石

４



鰊
角
網
、
漁
船
、
そ
の
他
付
属
用
具
一
切
を
貸
借
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
旧
免
許
漁
業
原
簿
の
記
載
内
容
、
大
友
家
が
所

有
す
る
出
稼
漁
業
史
料
、
香
深
井
村
に
残
る
大
友
と
刻
さ
れ
た

石
柱
、
改
良
さ
れ
な
が
ら
も
現
存
す
る
番
屋
、
香
深
村
の
「
広

報
れ
ぶ
ん
」、
奉
納
さ
れ
た
太
鼓
に
記
さ
れ
て
い
る
氏
名
等
か

ら
、
香
深
井
の
大
友
は
、
大
友
長
次
兵
衛
が
そ
の
先
駆
者
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

３
�
太
平
山
三
吉
信
仰
の
こ
と

香
深
村
に
厳
島
神
社
が
鎮
座
す
る
。
そ
こ
は
海
が
一
眺
で
き

る
高
台
に
な
っ
て
い
る
。
祭
神
は
市
杵
島
姫
命
、
事
代
主
命
、

三
吉
大
神
と
あ
る
。
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
、
宗
谷
場
所
請

負
人
と
な
っ
た
藤
原
喜
兵
衛
が
松
前
福
山
か
ら
海
産
繁
殖
、
捕

漁
円
満
祈
願
の
た
め
市
杵
島
姫
命
を
奉
還
し
、
弁
天
社
と
し
て

崇
め
祀
っ
た
の
が
創
始
（
神
社

の
由
緒
を
記
し
た
掲
額
）
と
あ

る
。拝

殿
に
は
中
央
に
厳
島
神
社
、

右
に
事
代
主
大
命
（
昭
和
八
癸

酉
年

初
春

元
山
春
吉
）、

左
に
奉
納

三
吉
神
社
（
厳
島

神
社
合
祀

昭
和
七
年
二
月
吉

日

元
山
一
春
）
が
あ
る
。
三

吉
神
社
が
祀
ら
れ
た
経
緯
は
不

詳
だ
が
、
秋
田
の
漁
師
が
こ
の
額
を
持
参
、
奉
納
を
願
い
出
た

こ
と
か
ら
合
祀
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
香
深
井
で
は
、
太
平
山

三
吉
神
社
に
関
す
る
伝
承
は
聞
け
な
か
っ
た
が
、
旧
免
許
漁
業

原
簿
が
示
す
よ
う
に
大
友
長
次
兵
衛
を
は
じ
め
と
す
る
鰊
漁
師

は
、
こ
の
礼
文
島
に
も
多
数
進
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
漁
師
を
中
心
に
分
社
と
し
て
の
祠
堂
を
建
て
、
豊
漁

と
航
海
安
全
を
祈
願
す
る
な
ど
祭
事
を
し
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
分
社
は
な
く
と
も
講
中
を
組
織
し
、
三
吉
神
社

の
掛
軸
を
保
有
し
て
当
番
制
で
同
様
の
祈
願
を
し
て
い
た
と
も

い
え
よ
う
。
そ
の
後
鰊
の
不
漁
と
共
に
信
仰
も
衰
退
を
す
る
が
、

分
社
な
ど
は
信
仰
す
る
漁
師
も
い
な
く
な
り
維
持
管
理
が
困
難

な
こ
と
か
ら
御
神
体
や
三
吉
神
社
の
木
札
な
ど
は
村
社
へ
合
祀

を
願
い
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
厳
島
神
社
の
「
三
吉
神

社
」
も
ま
た
こ
う
し
た
経
緯
を
語
る
も
の
の
よ
う
に
思
う
。

二
、
利
尻
島
へ
の
進
出

利
尻
島
へ
の
出
稼
漁
民
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
�

。

す
な
わ
ち
明
治
四
年
、
秋
田
県
男
鹿
の
漁
師
と
し
て
権
三
郎
、

嘉
市
、
冨
五
郎
、
孫
七
、
五
郎
八
、
与
十
郎
、
重
兵
衛
、
又
吉

ら
が
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
雇
い
漁
夫
が
七
〜
八
人
（
嘉
市

は
五
人
）
と
あ
る
。

鰊
の
定
置
漁
業
で
は
、
一
ヶ
統
に
二
十
五
〜
三
十
人
の
漁
夫

を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
漁
師
た
ち
は
鰊
刺

厳島神社拝殿（左上方「三吉神社」）

秋田から離島へ（礼文・利尻）
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網
か
又
は
鱈
釣
り
漁
業
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
明
治

八
年
の
記
録
で
は
「
ヲ
タ
ト
マ
リ
は
船
掛
も
好
く
、
湾
口
南
向

き
、
深
さ
十
六
尋
、
そ
し
て
漁
場
掛
の
家
を
除
く
と
秋
田
県
の

釣
鱈
者
が
多
い
」	
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
ヲ
タ
ト
マ
リ

は
沼
浦
で
大
正
七
年
の
移
住
者
出
身
地
で
も
秋
田
県
が
最
も
多

い
数
と
な
っ
て
い
る
。

１
�
広
告
便
覧
か
ら

利
尻
全
嶋
実
業
諸
家
広
告
便
覧
が
あ
る



。
住
居
は
石
崎
と

か
沓
形
、
仙
法
志
、
鬼
脇
等
と
あ
る
が
、
こ
う
し
た
中
に
秋
田

県
か
ら
の
進
出
者
も
い
る
。
例
え
ば
長
大
友
長
次
兵
衛
（
大
友

出
張
漁
場
）、
キ
檜
山
竹
蔵
、
メ
入

三
浦
忠
七
、
又
十

三
浦
萬
蔵
、

○市
三
浦
定
吉
、
又
明
石
市
太
郎
、
×
明
石
辰
蔵
、

佐
藤
政
吉
、

キ
加
藤
三
平
等
で
あ
る
。

以
上
の
漁
師
の
う
ち
旧
免
許
漁
業
原
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る

者
は
、
次
の
よ
う
に
漁
場
の
貸
借
権
を
設
定
し
て
い
る
。

三
浦
忠
七
（
戸
賀
）

貸
借
期
間

明
治
四
十
四
年
六
月
十
八
日
〜
同
四
十
九
年

六
月
三
十
日

貸
借
料
（
一
漁
期
）

鰊
搾
粕
四
十
五
石

三
浦
萬
蔵
（
戸
賀
）

貸
借
期
間

明
治
四
十
四
年
三
月
二
十
五
日
〜
同
年
七
月

三
十
日

貸
借
料
（
一
漁
期
）
金
一
四
〇
円

三
浦
萬
蔵
の
場
合
、
漁
場
は
利
鰊
定
第
九
十
号
の
他
に
同
九
十

四
号
、
同
九
十
五
号
、
同
三
二
三
号
ま
で
あ
る
。
但
し
同
三
二

三
号
は
、
貸
借
期
間
は
他
と
同
じ
だ
が
貸
借
料
は
金
四
十
二
円

と
あ
る
。

明
石
市
太
郎
（
戸
賀
）

貸
借
期
間

明
治
四
十
五
年
二
月
二
十
八
日
〜
同
四
十
七

年
七
月
三
十
日

貸
借
料
（
一
漁
期
）
金
四
百
五
十
円

引
き
続
き
大
正
四
年
二
月
二
十
八
日
〜
同
六
年
七
月
三
十
日
ま

で
、
金
四
百
五
十
円
、
大
正
七
年
二
月
二
十
八
日
〜
同
九
年
七

月
三
十
日
ま
で
、
金
四
百
五
十
円
で
貸
借
、
そ
し
て
大
正
十
五

年
五
月
二
十
八
日
に
存
続
期
間
を
満
了
し
て
い
る
。

明
石
辰
蔵
（
戸
賀
）

貸
借
期
間

大
正
四
年
一
月
〜
同
八
年
十
二
月

貸
借
料
（
一
漁
期
）
金
二
百
円

加
藤
三
平
（
南
磯
）

貸
借
期
間

明
治
四
十
四
年
三
月
二
十
五
日
〜
同
年
七
月

三
十
日

貸
借
料
（
一
漁
期
）
金
百
四
十
円

加
藤
三
平
の
場
合
、
漁
場
は
利
鰊
定
第
八
八
号
、
同
八
九
号
と

も
同
様
。
ま
た
同
九
一
号
は
、
貸
借
期
間
は
同
じ
だ
が
貸
借
料

は
金
四
十
二
円
と
あ
る
。
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２
�
旧
免
許
漁
業
原
簿
か
ら

次
は
複
数
の
漁
場
を
所
有
又
は
貸
借
し
た
漁
師
か
ら
抜
粋
し

た
も
の
で
あ
る
。

�

漁
業
権
を
設
定
し
て
い
る
も
の

加
藤
善
四
郎
（
北
浦
）

利
鰊
定
第
五
九
号
、
同
四
五
一
号

（
大
正
四
年
十
月
二
十
七
日
登
録
）。
同
七
三
一
号
（
大
正
十

二
年
六
月
十
四
日
登
録
）
は
、
加
藤
善
太
郎
（
同
）
が
家
督
相

続
（
大
正
十
二
年
十
一
月
十
四
日
登
録
）。
同
七
三
三
号
（
大

正
十
二
年
七
月
二
日
登
録
）
は
、
同
じ
く
加
藤
善
太
郎
が
家
督

相
続
（
大
正
十
二
年
十
一
月
十
四
日
登
録
）

石
川
嘉
七
（
北
浦
）

利
鰊
定
第
二
〇
二
号
、
二
〇
三
号
（
大

正
五
年
七
月
十
七
日
登
録
）。
共
同
漁
業
権
者
と
し
て
石
川
重

吉
（
北
浦
）
他
三
名
（
石
川
重
助
（
仙
法
志
）、
同
慶
助
（
北

浦
）、
同
フ
ヨ
（
北
浦
））
は
、
遺
産
相
続
（
大
正
七
年
三
月
十

一
日
）。
そ
の
後
重
吉
は
、
持
分
贈
與
契
約
（
大
正
七
年
十
一

月
一
日
）
を
結
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
を
移
転
し
共
有
関
係
を

解
消
し
た
。

檜
山
竹
七
（
北
浦
）

利
鰊
定
第
二
七
七
号
、
同
二
七
八
号

（
大
正
四
年
十
二
月
二
十
二
日
登
録
）、
同
六
九
三
号
、
同
六

九
五
号
（
大
正
十
二
年
六
月
十
四
日
登
録
）

石
川
千
代
吉
（
北
浦
）

利
鰊
定
第
二
〇
一
号
（
大
正
四
年

十
月
二
十
六
日
登
録
）、
同
四
七
〇
号
（
大
正
四
年
三
月
五
日

登
録
）

石
川
丹
一
（
北
浦
）

利
鰊
定
第
三
一
六
号
（
大
正
四
年
十

二
月
二
十
二
日
登
録
）

今
井
和
助
（
仙
法
志
）

利
鰊
定
第
四
九
五
号
、
同
四
九
八

号
、
同
四
九
九
号
（
大
正
十
一
年
四
月
一
日
登
録
）、
今
井
三

郎
が
（
三
森

浜
田
）
家
督
相
続
（
大
正
十
二
年
七
月
二
十
一

日
登
録
）

�

貸
借
権
を
設
定
し
て
い
る
も
の

石
川
嘉
七
（
北
浦
）

貸
借
期
間

明
治
四
十
五
年
三
月
〜
同
四
十
六
年
六
月

貸
借
料
（
一
漁
期
）
金
百
円

（
利
鰊
定
第
一
六
二
号
、
同
二
七
一
号
）

石
川
丹
一
（
北
浦
）

貸
借
期
間

明
治
四
十
五
年
一
月
一
日
〜
同
四
十
七
年
十

二
月
三
十
一
日

貸
借
料
（
一
漁
期
）
金
三
百
円

引
き
続
き
大
正
四
年
一
月
一
日
〜
同
六
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
、
一
漁
期
金
四
百
五
十
円
で
貸
借
し
て
い
る
。

石
垣
儀
助
（
北
浦
）
他
四
名

明
治
四
十
年
四
月
十
九
日
（
貸
借
権
登
録
）。
そ
し
て
旧
免

許
漁
業
原
簿
よ
り
移
す
の
が
、
明
治
四
十
四
年
十
一
月
一
日
と

あ
る
。３

�
他
の
資
料
か
ら

�

男
鹿
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
か
ら

・
男
鹿
市
畠
に
山
神
社
が
鎮
座
す
る
。
境
内
に
利
尻
山
と
刻
さ

秋田から離島へ（礼文・利尻）

７



れ
た
石
碑
（
明
治
三
十
六
年
八
月
）
が
あ
り
、
台
座
に
は
北
浦

町
畠
、
石
川
丹
治
を
筆
頭
に
三
十
一
名
の
「
北
海
道
出
稼
船

中
」
の
漁
師
名
が
あ
る
。

�

利
尻
島
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
か
ら

・
利
尻
神
社
が
沼
浦
に
鎮
座
す
る
。
奉
納
さ
れ
た
横
幕
に
三
笠

市

加
藤
春
松
、
リ
カ
の
氏
名
が
あ
る
。
秋
田
県
出
身
の
者
だ

が
移
転
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
境
内
に
は
狛
犬
（
明
治
三

十
年
酉
）
が
奉
献
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
台
座
に
石

マ
マ川

千
代
吉
、

石
垣
儀

マ
マ助

の
文
字
が
見
え
る
（
マ
マ
は
筆
者
判
読
）。
石
川
千

代
吉
（
北
浦
町
西
黒

沢
）
は
、
前
に
触
れ

た
よ
う
に
大
正
四
年

に
漁
業
権
を
所
有
登

録
し
て
い
る
。
そ
し

て
同
八
年
と
同
十
一

年
に
は
売
買
契
約
を

し
て
い
る
。
石
垣
儀

助
（
北
浦
町
西
黒

沢
）
は
、
明
治
四
十

年
に
他
四
名
と
共
に

貸
借
権
を
登
録
し
、

大
正
二
年
に
他
へ
移

し
て
い
る
。

ま
た
家
号
十
二

が
あ

る
。
こ
の
家
号
（
１２
―
ジ
ュ
ウ
ニ
）
は
石
川
家
の
も
の
と
い
う
。

他
に

マ
マ加
マ
マ藤

浅
治
、
澤
木
亀
吉
、
秋
田
県
□
□
□
が
あ
る
。

更
に
家
号
七
、
加
藤

マ
マ浅

治
、
伊
藤
忠
吉
が
あ
る
。
両
者
と
も

秋
田
県
出
身
か
ど
う
か
、
確
証
は
な
い
が
、
秋
田
県
の
文
字
は

明
確
に
見
え
る
。
沼
浦
に
は
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
秋
田
の
人

た
ち
が
多
く
進
出
し
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

４
�
三
吉
信
仰
か
ら

旧
免
許
漁
業
原
簿
に
よ
る
と
、
鰊
定
置
網
漁
業
の
期
間
は
、

四
月
〜
六
月
と
な
っ
て
い
る
。
四
月
上
旬
は
網
下
ろ
し
と
豊
漁

祈
願
の
お
祝
い
が
あ
り
、
漁
期
が
終
わ
る
六
月
〜
七
月
に
か
け

て
は
大
漁
へ
の
感
謝
と
操
業
が
無
事
終
了
し
た
こ
と
を
兼
ね
た

切
り
上
げ
の
祭
り
を
し
て
き
た
。
そ
れ
は
次
の
漁
期
ま
で
の
ア

ゴ
別
れ
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
漁
期
の
節
目
ご
と
に
神
事
が

行
な
わ
れ
て
き
た
。
現
存
す
る

三
吉
神
社
や
そ
の
石
碑
か
ら
は
、

秋
田
を
遠
く
離
れ
て
暮
ら
す
出

稼
漁
師
た
ち
が
太
平
山
三
吉
神

社
を
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て

い
た
こ
と
が
よ
み
と
れ
る
。
尚

利
尻
島
の
三
吉
信
仰
に
つ
い
て

は
、「
利
尻
島
に
お
け
る
太
平

山
三
吉
信
仰
に
つ
い
て
」�
が
あ

る
。

沼浦利尻神社境内

利尻神社と石碑

８



・
沼
浦

利
尻
神
社
参
道
の
前
に
「
太
平
山
三
吉
神
社
」
の
石

碑
が
あ
る
。
昭
和
七
年
五
月
と
刻
さ
れ
て
い
る
。
講
中
を
組
織
、

当
番
制
で
祭
り
を
し
て
き
た
と
い
う
。
石
碑
も
講
中
が
建
立
し

た
と
い
う
が
、
講
中
の
文
字
は
風
化
し
て
判
読
で
き
な
い
。
祭

り
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
次
の
よ
う
な
個
人
的
な
伝
承
も
あ
る
。

母
親
が
戦
地
に
出
征
し
た
二
人
の
息
子
の
無
事
を
祈
願
し
て
、

三
吉
神
社
に
願
掛
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
二
人
の
息
子
が
無
事

帰
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
三
吉
神
社
崇
敬
の
お
陰
と
喜
ん
だ
。
そ

れ
で
母
親
の
進
言
も
あ
り
、
二
人
の
息
子
は
秋
田
市
の
太
平
山

三
吉
神
社
へ
参
拝
に
き
た
と
い
う
�

。
秋
田
を
離
れ
て
こ
の
沼

浦
の
地
に
暮
ら
し
て
い
て
も
、
精
神
的
な
支
え
と
し
て
故
郷
の

太
平
山
三
吉
神
社
を
信
仰
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

・
神
居

三
吉
神
社
は
当
初
鰊
漁
業
で
秋
田
か
ら
き
た
漁
師
が

祀
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
誰
が
伝

え
た
か
は
不
詳
で
あ
る
。
独
立
し
た
小
さ
な
祠
堂
が
あ
り
、
ご

神
体
は
ツ
ル
ハ
シ
を
持
つ
三
吉
神
の
石
像
。「
太
平
山
三
吉
神

社
」
の
掲
額
（
昭
和
九
年
九
月
十
七
日
）
が
あ
る
。
一
月
十
七

日
は
三
吉
神
の
日
と
定
め
、
講
中
で
は
当
番
制
に
よ
り
神
主
か

ら
お
祓
い
を
受
け
て
き
た
。
網
元
で
は
大
福
餅
を
供
え
親
方
も

参
拝
に
き
た
も
の
だ
と
い
う
。
九
月
十
七
日
は
祭
典
。
護
摩
を

焚
き
お
祓
い
に
続
い
て
直
会
を
し
た
。
ま
た
講
中
の
者
や
漁
師

は
三
吉
神
の
掛
軸
を
保
有
し
て
い
て
各
家
々
で
も
拝
ん
で
い
た
。

祠
堂
が
古
く
な
っ
た
の
で
昭
和
三
十
七
年
に
立
て
替
え
を
し

て
、
家
続
き
（
家
の
一
部
）
に
祠
を
つ
く
り
移
し
た
。（
御
神

体
の
石
像
は
、
主
人
が
深
夜
に
背
負
っ
て
一
時
家
に
移
し
、
完

成
後
再
び
同
様
に
運
び
安
置
し
た
。
御
神
体
は
深
夜
に
移
す
も

の
と
の
伝
承
が
あ
り
そ
れ
に
従
っ
た
と
い
う



。
日
本
の
古
い

神
祭
の
形
式
に
添
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。）

御
神
体
の
立
つ
台
座
（
昭
和
七
年
八
月
十
七
日
）
に
は
、
講
中

の
氏
名
（
男
性
）
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
女
心
と
し
て
四
名

か
ね

の
氏
名
（
女
性
）
も
あ
る
。
祭
壇
に
は
鉄
の
ワ
ラ
ジ
と
大
型
の

藁
ゾ
ウ
リ
が
あ
る
。
そ
し
て
三
吉
神
は
大
そ
う
力
持
ち
で
大
男

で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
大
き
な
長
い
キ
セ
ル
が

あ
る
。
タ
バ
コ
が
好
き
と
の
伝
承
か
ら
朝
夕
の
拝
礼
に
は
、
タ

バ
コ
に
火
を
つ
け
て
供
え
た
と
い
う
。
三
吉
神
社
と
タ
バ
コ
の

伝
説
が
生
き
て
い
る
。
そ
し
て
家
の
前
に
は
三
吉
神
社
の
石
碑

石碑と祭壇と三吉神社

秋田から離島へ（礼文・利尻）
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が
あ
る
。

太
平
山
三
吉
神
社
の
は
じ
ま
り
は
、
清
水
熊
五
郎
が
利
尻
島

に
渡
り
三
吉
さ
ん
の
信
仰
を
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
と
す
る
も

の
で
大
正
後
期
と
考
え
ら
れ
る
て
い
る
�

。

と
こ
ろ
で
旧
免
許
漁
業
原
簿
に
利
鰊
定
第
二
七
一
号
の
漁
場

が
あ
る
。
こ
れ
は
牧
野
定
吉
（
鬼
脇
村
）
所
有
だ
が
、
明
治
四

十
四
年
六
月
二
十
日
、
牧
野
政
信
（
秋
田
県
、
浜
口
、
大
口
）

が
家
督
相
続
を
し
、
明
治
四
十
五
年
三
月
五
日
、
清
水
新
五
郎

（
浜
口
浜
田
）
が
売
買
契
約
で
購
入
し
て
い
る
。
更
に
新
五
郎

は
、
同
六
八
九
号
の
漁
業
権
を
保
有
（
大
正
十
二
年
六
月
十
四

日
登
録
）
し
て
い
る
。
熊
五
郎
と
新
五
郎
、
前
者
は
能
代
出
身

と
伝
え
ら
れ
る
が
、
両
者
と
も
秋
田
県
の
中
央
か
ら
や
や
北
寄

り
に
位
置
す
る
地
域
で
あ
り
、
相
互
に
関
係
が
あ
る
も
の
か
検

証
が
必
要
で
あ
る
。

・
神
磯

太
平
山
三
吉
神
社
が
鎮
座
。
村
の
氏
神
的
性
格
を
帯

び
て
い
る
。
一
月
十
七
日
は
三
吉
神
の
日
と
さ
れ
お
祭
り
を
し

て
き
た
。
当
番
制
で
毎
年
、
秋
田
の
太
平
山
三
吉
神
社
へ
お
札

を
注
文
、
そ
れ
を
各
戸
へ
配
布
し
て
き
た
と
い
う
。

拝
殿
の
正
面
奥
に
は
「
太
平
山
鎮
座
三
吉
大
神
」
と
「
太
平

山
大
神
」
と
表
記
さ
れ
た
掛
軸
が
二
幅
あ
る
。
ま
た
祭
壇
左
に

「
奉
鎮
祭
神
磯
三
吉
神
社
本
殿
一
宇
」
と
記
し
た
木
札
、
大
型

キ
セ
ル
、
右
に
は
マ
サ
カ
リ
が
置
か
れ
て
い
る
。
い
づ
れ
も
三

吉
神
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
左
奥
に
三
吉
大
神
の
文
字
と

ツ
ル
ハ
シ
を
も
つ
三
吉
像
の
線
刻
さ
れ
た
絵
像
版
が
あ
り
、
裏

面
に
は
奉
納
、
今
井
和
助
と
あ
る
。
ま
た
右
に
少
し
離
れ
て
鉄

製
の
ワ
ラ
ジ
二
足
、
木
製
の
下
駄
二
足
が
あ
る
。
祭
典
に
は
土

俵
も
作
ら
れ
た
と
い
う
か
ら
、
相
撲
大
会
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
�

。参道
に
太
平
山
三
吉
神
社
の
石
碑
が
あ
る
。
石
工
は
佐
々
木

長
太
郎
（
由
利
郡
象
潟
町
）、
建
立
年
代
は
明
確
で
な
い
が
大

正
の
頃
に
は
あ
っ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
今
井
和
助
（
由
利
郡
）
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

旧
免
許
漁
業
原
簿
に
あ
る
よ
う
に
、
鰊
場
の
漁
業
権
を
保
有
し

て
大
規
模
に
漁
業
を
経
営
し
て
い
た
。
や
が
て
今
井
三
郎
（
三

森

浜
田
）
に
家
督
相
続
を
し
て
い
る
。

石碑（左）と神社

拝殿 掛軸
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・
金
崎

太
平
山
三
吉
神
の
石
碑
（
明
治
三
十
九
年
）
が
あ
る
。

海
の
見
え
る
丘
で
海
を
正
面
に
し
て
建
っ
て
い
る
。
建
立
者
は

鎌
田
金
蔵
（
北
浦
町
）、
建
立
の
目
的
は
長
峰
鉄
蔵
の
還
暦
の

お
祝
い
と
思
わ
れ
る
（
六
十
一
歳
記
念
と
刻
さ
れ
て
い
る
）。

鉄
蔵
（
新
潟
県
）
は
、
大
正
九
年
二
月
利
尻
島
を
離
れ
た
と
さ

れ
る
。

・
南
浜

海
の
見
え
る
高
台
に
太
平
山
鎮
座
三
吉
大
神
の
石
碑

が
あ
る
（
少
し
離
れ
て
庚
申
の
石
碑
が
一
基
あ
る
）。
裏
面
の

文
字
は
判
読
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
昭
和
十
五
年
七
月
十

七
日
建
立
、
大
野
萬
次
郎
以
下
数
名
の
名
前
は
確
認
で
き
る
。

以
前
は
太
平
山
三
吉
神
社
の
祠
堂
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
萬
次

郎
が
十
七
才
の
時
不
治
の
重
病
人
と
な
る
が
、
秋
田
か
ら
ま

わ
っ
て
き
た
イ
タ
コ
か
ら
祈
祷
を
受
け
ま
も
な
く
全
快
し
た
。

大
正
五
年
の
こ
と
と
い
う
。
こ
の
霊
験
は
ま
も
な
く
秋
田
出
身

絵像版
裏面 奉納
今井和助

（山形県 佐々木 作）線刻されている三吉神像

石碑と人名

（
長
峰
鉄
蔵
の
名
前
）

（
鎌
田
金
蔵
の
名
前
） （右下）（左下）

秋田から離島へ（礼文・利尻）
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者
を
中
心
に
広
が
り
、
ま
た
ま
わ
り
の
者
も
加
わ
る
等
し
て
昭

和
十
二
年
頃
講
中
が
組
織
さ
れ
同
十
五
年
石
碑
の
建
立
に
な
っ

た
と
さ
れ
る
�

。

現
当
主
�

の
曽
祖
母
（
大
野
キ
チ

男
鹿
市
船
越
）
は
、
働

き
に
き
て
そ
の
ま
ま
結
婚
し
た
と
い
う
。
大
野
氏
宅
に
太
平
山

の
掛
軸
が
二
幅
あ
る
。

「
太
平
山
鎮
座
三
吉
大
神
」（
ツ
ル
ハ
シ
を
持
つ
像
）、
他
の

一
枚
の
裏
面
に
は
、
奉
納
佐
藤
友
厚

昭
和
十
六
年
三
月
十
四

日

鎮
霊

太
平
山

三
吉
大
神

南
浜
講

社
と
あ
る
。

祭
日
は
十
七
日
、

講
中
は
七
〜
八
人
で

構
成
、
当
番
制
で
お

祓
い
を
し
、
直
会
を

し
た
と
い
う
。

お
わ
り
に

さ
て
本
稿
は
、
平
成
十
七
年
八
月
に
実
施
し
た
礼
文
・
利
尻

両
島
の
調
査
報
告
を
か
ね
た
も
の
で
あ
る
。
両
島
に
は
明
治
初

期
〜
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
秋
田
県
の
沿
岸
各
地
域
か
ら

漁
業
出
稼
に
多
数
進
出
し
て
い
る
。
当
初
は
鱈
釣
り
で
あ
っ
た

し
、
ま
た
鰊
の
刺
網
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
は
天
売
島
や
焼

尻
島
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
明
治
三
十
年
代
に
入
る
と

鰊
定
置
網
漁
業
へ
の
進
出
と
な
る
。
旧
免
許
漁
業
原
簿
に
よ
る

と
、
礼
文
島
に
は
男
鹿
の
地
域
か
ら
の
進
出
も
あ
る
が
、
浜
田
、

下
浜
、
道
川
、
本
荘
な
ど
い
わ
ゆ
る
由
利
方
面
か
ら
の
進
出
が

目
立
つ
。
そ
し
て
利
尻
島
へ
は
男
鹿
方
面
が
顕
著
で
あ
る
。

大
正
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
は
、
蒸
気
船
を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
て
出
発
し
た
。
食
料
、
生
活
用
具
、
そ
の
他
漁
業
に
必

要
な
も
の
を
満
載
し
て
い
た
し
、
漁
夫
も
数
十
人
乗
っ
て
い
た
。

沼
浦
の
港
に
は
直
接
着
け
な
い
の
で
沖
合
に
停
泊
し
た
。
村
に

は
ハ
シ
ケ
業
を
専
門
と
す
る
業
者
が
二
人
い
て
、
連
絡
や
運
搬

に
あ
た
っ
た
。
当
時
村
に
は
、
石
川
と
か
鎌
田
な
ど
四
棟
の
番

屋
が
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
大
正
七
年
、
秋
田
県
か
ら
利
尻
島
へ
の
移
住
者
調
査
�

に
よ
る
と
、
野
中
（
六
戸
）、
南
浜
（
二
十
七
戸
）、
沼
浦
（
四

十
七
戸
）、
金
崎
（
二
十
七
戸
）、
鬼
脇
（
二
十
四
戸
）、
清
川

（
六
戸
）、
二
石
（
六
戸
）、
石
崎
（
三
戸
）、
旭
浜
（
十
一
戸
）、

鰊
泊
（
三
十
五
戸
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
沼
浦
地
区
を

み
る
と
、
秋
田
四
十
七
戸
、
次
い
で
北
海
道
十
二
戸
、
青
森
が

九
戸
と
続
く
。
こ
の
地
区
の
総
移
住
戸
数
が
七
十
八
戸
で
あ
る

か
ら
秋
田
は
実
に
六
十
％
を
占
め
て
い
る
。
同
様
に
金
崎
地
区

は
、
秋
田
二
十
七
戸
、
青
森
二
十
一
戸
、
北
海
道
十
三
戸
で
あ

る
。
総
移
住
戸
数
が
七
十
一
戸
で
あ
る
か
ら
秋
田
は
三
十
八
％

を
占
め
て
い
る
。
鬼
脇
は
鬼
橋
を
境
に
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

鬼
橋
〜
堺
橋
ま
で
の
地
区
に
は
、
北
海
道
二
十
六
、
秋
田
十
三
、

石 碑
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石
川
十
二
、
宮
城
九
、
青
森
八
、
山
形
五
、
鳥
取
四
と
続
く
。

総
移
住
戸
数
一
二
〇
で
あ
る
か
ら
秋
田
は
十
・
八
％
ほ
ど
を
占

め
て
い
る
。
要
す
る
に
沼
浦
へ
の
進
出
が
顕
著
で
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
集
落
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地

の
生
活
習
慣
が
残
さ
れ
て
い
た
も
の
と
類
推
さ
れ
る
。

利
尻
島
で
次
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
。
す
な
わ
ち
座
敷
に
囲

炉
裏
が
作
ら
れ
た
が
、
男
鹿
（
北
浦
）
出
身
の
祖
父
は
そ
れ
を

「
ロ
を
切
る
」
と
い
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
言
い
方
は
利

尻
島
で
は
し
な
い
と
い
う
。
お
そ
ら
く
秋
田
流
の
言
い
ま
わ
し

で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
正
月
に
は
箱
膳
を
用
い

た
り
豆
占
い
で
鰊
の
漁
を
占
っ
た
と
も
い
う
。
そ
し
て
節
分
に

は
、「
天
に
花
咲
け
（
げ
）、
木
に
実
な
れ
」
と
い
っ
て
豆
を
撒

い
た
が
、
特
に
「
フ
グ
（
福
）
は
ウ
ヂ
（
内
）、
オ
ニ
（
鬼
）

は
ソ
ド
（
外
）」
と
い
う
特
有
の
発
音
は
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い

う
の
で
あ
る
。

三
吉
信
仰
も
ま
た
こ
う
し
て
進
出
し
た
仲
間
が
講
中
を
組
織

し
、
当
番
制
で
祭
事
や
直
会
を
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
移
住

者
の
多
い
沼
浦
、
金
崎
、
南
浜
な
ど
に
太
平
山
三
吉
信
仰
が
盛

ん
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
も
の
と

い
え
る
。

礼
文
島
で
も
利
尻
島
で
も
「
秋
田
か
ら
来
た
」
と
い
う
と
、

更
に
「
秋
田
の
ど
こ
か
」
と
聞
か
れ
る
。
そ
し
て
例
え
ば
自
分

の
「
祖
父
は
男
鹿
と
か
道
川
と
か
下
浜
の
出
身
」
だ
と
い
う
の

で
あ
る
。
ま
た
隣
家
も
そ
う
だ
が
こ
の
辺
に
は
た
く
さ
ん
秋
田

の
出
身
者
は
い
る
よ
と
教
え
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
秋
田
が
遠
く

離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
う
よ
り
は
、「
秋
田
を
よ
く
知
っ
て

い
る
よ
」
と
い
う
一
種
の
親
近
感
を
も
っ
て
接
し
て
く
れ
る
。

そ
れ
だ
け
秋
田
か
ら
の
海
上
出
稼
者
や
移
住
者
が
多
い
事
を
語

る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
進
出
し
た
出
稼
者
は
、
短
期
間
の
寄
留
で
あ
っ
て

も
地
域
住
民
と
ど
の
よ
う
に
接
し
た
の
か
、
ま
た
移
住
者
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
村
の
組
織
や
運
営
、
そ
の
他
村
の
事
業
な
ど

に
参
加
し
た
も
の
か
、
そ
し
て
島
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
漁
業
権
は
、
家
督
相
続
、
贈

與
、
売
買
な
ど
の
対
象
に
な
っ
た
が
、
そ
の
場
合
、
多
く
は
親

子
関
係
、
兄
弟
、
親
類
、
同
郷
の
者
な
の
で
あ
る
が
、
全
く
別

の
人
へ
の
移
動
が
あ
る
。
更
に
そ
こ
へ
進
出
す
る
契
機
と
な
っ

た
も
の
は
何
か
、
何
故
離
島
で
あ
っ
た
の
か
等
今
後
の
調
査
の

課
題
も
多
い
。

ま
た
添
付
し
た
「
海
上
出
稼
史
料
」
は
、
旧
免
許
漁
業
原
簿

か
ら
秋
田
県
出
身
の
漁
師
を
抜
粋
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
住

所
表
記
は
出
身
地
で
な
く
寄
留
地
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
移
住
地

で
あ
っ
た
り
様
々
で
あ
る
。
そ
の
た
め
秋
田
県
出
身
者
で
あ
り

な
が
ら
抜
け
て
し
ま
っ
た
者
も
相
当
数
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

し
か
し
少
な
く
と
も
網
元
と
し
て
こ
れ
だ
け
多
く
さ
ん
の
漁
師

が
進
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
離
島
ば
か
り
で
な

く
例
え
ば
枝
幸
郡
や
宗
谷
郡
に
も
多
数
進
出
し
て
い
る
。
鰊
定

置
網
で
は
、
一
ヶ
統
二
十
五
〜
三
十
人
の
漁
夫
を
必
要
と
し
た

秋田から離島へ（礼文・利尻）
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こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
毎
年
数
千
名
の
漁
師
が
出
稼
に
進
出
し

て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

更
に
そ
の
他
の
漁
業
で
は
、
枝
幸
郡
の
鮭
漁
業
が
注
目
さ
れ

る
。
村
山
家
（
永
覚
町
―
土
崎
）
が
大
規
模
に
経
営
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
秋
田
の
海
上
出
稼
を
考
察
す
る
上
で
旧
免
許
漁
業

原
簿
は
貴
重
な
史
料
な
の
で
あ
る
。

注
�
「
懐
か
し
の
写
真
館
」
②
（
広
報
れ
ぶ
ん
）

�
「
香
深
井
―
鰊
場
の
記
憶
」
⑮
（
同
）

�
「
秋
田
か
ら
離
島
へ
（
焼
尻
・
天
売
）
―
鰊
場
へ
進
出
し
た

漁
師
た
ち
」（
論
叢
七
四
号

秋
田
経
済
法
科
大
学
短
期
大

学
部
二
〇
〇
四
年
十
一
月
）、「
鰊
場
出
稼
の
考
察
―
秋
田
か

ら
焼
尻
へ
」（
論
叢
五
三
号
、
同
、
一
九
九
四
年
三
月
）、

「
秋
田
か
ら
離
島
（
北
海
道
）
へ
の
鰊
場
出
稼
―
出
張
漁
業

者
と
し
て
の
進
出
」（
東
北
の
風
土
に
関
す
る
総
合
的
研
究

東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇

四
年
三
月
）

�
「
鰊
場
出
稼
の
生
活
と
漁
具
」（
民
具
研
究

日
本
民
具

学
会

平
成
三
年
五
月
）

�
「
漁
業
関
係
の
史
料
」（
北
海
道
立
文
書
館
蔵
）

�
「
秋
田
の
出
稼
資
料
」
―
北
海
道
へ
の
漁
業
出
稼
」（
論
叢

四
六
・
四
七
合
併
号

秋
田
短
期
大
学

一
九
九
一
年
三

月
）、「
同
（
Ⅱ
）」（
論
叢
四
八
号
一
九
九
一
年
十
月
）

�
『
利
尻
町
史
（
通
史
編
）』（
利
尻
町
史
編
纂
委
員
会

平
成

十
二
年
三
月

ぎ
ょ
う
せ
い
）

	
「
明
治
八
年
七
月

利
尻
島
視
察

開
拓
大
主
典

佐
藤
正

克
の
日
誌
」（（
注
７
）
に
同
じ
）



「
利
尻
全
嶋
実
業
諸
家
広
告
便
覧
」（
漁
業
者
、
海
産
仲
買

雑
貨
商
、
金
融
商
、
医
師
、
旅
館
、
菓
子
商
、
雑
商
、
料
理

店
、
劇
場
、
各
新
聞
社
等
が
記
載
）
利
尻
資
料
館
蔵

�
「
利
尻
島
に
お
け
る
太
平
山
三
吉
信
仰
に
つ
い
て
」
工
藤
浄

真
、（
利
尻
町
立
博
物
館
年
報
（
第
三
集
）
所
収
、
利
尻
博

物
館

一
九
八
四
）

�
沼
浦

工
藤
三
之
助
氏
（
大
正
六
年
生

八
十
八
才
）
の
談



海
老
名
凌
一
氏
談
、
海
老
名
妙
教
（
祖
母
）
は
信
心
の
深
い

方
で
あ
っ
た
と
い
う
。

�
（
注
１０
）
に
同
じ
。
清
水
熊
五
郎
は
、
海
老
名
凌
一
氏
の
祖

父
と
あ
る
。

�
神
磯

佐
々
木
実
氏
談

�
南
浜
の
太
平
山
三
吉
信
仰
（（
注
１０
）
に
同
じ
）。
講
は
昭
和

十
二
年
頃
結
成
。

�
南
浜

大
野
順
一
氏

掛
軸
二
幅
所
有

�
（
注
７
）
に
同
じ
。

１４



目

次

は
じ
め
に

一

万
歳
の
歴
史

二

秋
田
万
歳
と
三
河
万
歳

三

秋
田
万
歳
と
十
二
段
草
子

四

秋
田
万
歳
と
早
物
語

五

秋
田
万
歳
と
江
戸
万
歳
の
比
較
考

六

秋
田
万
歳
研
究
史
の
系
譜

お
わ
り
に

註主
要
参
考
文
献

は
じ
め
に

本
稿
は
、
民
俗
芸
能
の
比
較
研
究
の
視
座
を
通
し
て
県
指
定

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
秋
田
万
歳
の
詞
章
と
江
戸
万

歳
の
詞
章
と
を
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
秋
田
万
歳
の
詞
章
が
ど

の
よ
う
に
創
作
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

万
歳
の
歴
史

万
歳
は
、
年
の
は
じ
め
に
太
夫
と
才
蔵
の
ふ
た
り
一
組
で

家
々
を
訪
れ
、
家
門
の
繁
栄
と
長
寿
を
祝
う
賀
詞
を
述
べ
、
鼓

を
打
ち
、
舞
を
ま
い
、
そ
の
代
わ
り
に
米
や
金
銭
を
も
ら
う

〈
季
節
的
祝
福
芸
能
〉
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
十
一
世
紀
か
ら
十

二
世
紀
に
か
け
て
す
で
に
存
在
し
て
い
た
�

。

平
安
時
代
後
期
に
は
、
万
歳
は
「
千
秋
万
歳
」（
せ
ん
ず
ま

ん
ざ
い
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
十
一
世
紀
の
な
か
ば
、
藤
原
明

衡
の
『
新
猿
楽
記
』
に
は
、「
千
秋
万
歳
之
酒
檮
」
と
い
う
言

葉
が
見
え
、
祭
礼
で
演
じ
ら
れ
た
猿
楽
の
物
真
似
芸
な
ど
に
も

千
秋
万
歳
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
用
語
の
最

も
古
い
例
は
、『
小
右
記
』
の
治
安
元
（
一
〇
二
一
）
年
八
月

二
十
二
日
の
条
に
あ
る
が
、
慶
賀
に
際
し
て
千
秋
万
歳
と
唱
え

秋
田
万
歳
と
江
戸
万
歳
の
比
較
考

―
「
御
国
万
歳
」
の
詞
章
を
中
心
に
―

平

辰

彦

秋田万歳と江戸万歳の比較考
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る
こ
と
は
、
こ
の
記
録
よ
り
も
は
る
か
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
�

。
が
、
こ
う
し
た
祝
い
の
こ
と
ば
が
宮
廷
外
の

民
衆
の
芸
能
を
さ
す
も
の
と
し
て
文
献
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、

藤
原
定
家
の
『
明
月
記
』
の
正
治
二
（
一
二
〇
〇
）
年
十
一
月

十
六
日
の
記
事
で
あ
る
。

十
三
世
紀
中
葉
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
語
源
辞
典
『
名
語
記
』

に
は
、「
千
秋
万
歳
ト
テ
、
コ
ノ
ゴ
ロ
正
月
ニ
ハ
、
散
所
ノ
乞

食
法
師
ガ
、
仙
人
ノ
装
束
ヲ
マ
ナ
ビ
テ
、
小
松
ヲ
手
ニ
サ
ゝ
ゲ

テ
推
参
シ
テ
、
様
々
ノ
祝
言
ヲ
イ
ヒ
ツ
ゞ
ケ
テ
、
禄
物
ニ
ア
ヅ

カ
ル
モ
、
コ
ノ
ハ
ツ
子
日
ノ
イ
ハ
ヒ
ナ
リ
、」
と
あ
る
。
こ
の

記
述
か
ら
千
秋
万
歳
は
、
子
の
日
の
行
事
と
し
て
散
所
の
法
師

が
仙
人
を
ま
ね
た
装
束
を
身
に
つ
け
、〈
山
神
の
代
理
〉
の
よ

う
に
ふ
る
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
法
師
が
手
に
し
て
い
る
「
小
松
」
は
〈
神
の
依
代
〉
で

あ
り
、
そ
こ
に
は
来
訪
神
の
信
仰
も
認
め
ら
れ
る
�

。

鎌
倉
時
代
後
期
に
は
、
十
二
段
の
構
成
を
も
つ
千
秋
万
歳
も

存
在
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、『
継
塵
記
』
の
正
安
三
（
一

三
〇
一
）
年
正
月
一
日
の
条
に
記
さ
れ
て
い
る
�

。

室
町
時
代
の
『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
に
は
、
ひ
と
り
（
才

蔵
）
が
鼓
を
も
ち
、
も
う
ひ
と
り
（
太
夫
）
が
祝
言
を
囃
し
て

い
る
千
秋
万
歳
法
師
の
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
図
に
描
か

れ
て
い
る
太
夫
は
、
頭
に
鳥
甲
（
ト
リ
カ
ブ
ト
）
の
よ
う
な
も

の
を
か
ぶ
っ
て
お
り
、
舞
楽
の
装
束
の
遺
風
が
み
ら
れ
る
。
が
、

鎌
倉
時
代
の
『
塵
袋
』
で
は
、
こ
の
千
秋
万
歳
法
師
が
か
ぶ
っ

て
い
る
も
の
は
、
舞
楽
系
の
鳥
甲
で
は
な
く
、「
鷹
カ
ヒ
ノ
帽

子
」
を
美
し
く
飾
り
た
て
た
も
の
に
近
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

南
北
朝
期
の
京
都
で
は
、
こ
の
よ
う
な
〈
季
節
的
祝
福
芸

能
〉
を
演
じ
る
者
を
「
声
聞
師
」（
し
ょ
う
も
ん
じ
）
と
呼
ん

で
い
た
。
彼
ら
は
、
被
差
別
民
で
特
定
の
地
域
に
集
住
し
て
い

た
。さ

ら
に
南
北
朝
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
彼
ら
の
演
じ
る

芸
能
は
、〈
咒
術
的
祝
福
芸
〉
か
ら
芸
能
色
の
濃
い
〈
余
興
的

芸
能
〉
ヘ
と
移
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
�

。

十
六
世
紀
後
半
の
元
亀
・
天
正
（
一
五
七
〇
―
九
二
）
の
頃

に
は
、
千
秋
万
歳
も
す
っ
か
り
近
世
の
万
歳
に
近
く
な
り
、
滑

稽
で
猥
雑
な
文
句
を
加
え
、
大
衆
芸
能
化
し
て
い
く
。

こ
の
千
秋
万
歳
は
、
近
世
に
及
ん
で
呼
び
方
が
省
略
さ
れ
、

単
に
「
万
歳
」
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

千
秋
万
歳
の
起
源
に
関
し
て
は
、
中
国
の
唐
か
ら
渡
来
し
た

「
踏
歌
」
に
始
ま
る
と
い
う
説
が
あ
る
。
そ
れ
は
奈
良
時
代
、

朝
廷
に
入
り
、
正
月
十
六
日
、「
踏
歌
節
会
」
と
称
せ
ら
れ
、

中
世
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
踏
歌
に
は
、「
男
踏

歌
」
と
「
女
踏
歌
」
が
あ
っ
た
が
、
文
明
九
（
一
四
七
七
）
年

二
月
に
成
立
し
た
『
語
源
秘
訣
』
に
は
、
千
秋
万
歳
は
「
男
踏

歌
の
余
風
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
踏
歌
は
、
日
本

で
は
、「
あ
ら
れ
走
り
」
と
も
呼
ば
れ
、『
日
本
書
紀
』、
持
統

天
皇
の
七
（
六
九
三
）
年
正
月
十
六
日
の
条
に
「
漢
人
（
あ
や

ひ
と
）
等
踏
歌
（
あ
ら
れ
ば
し
り
）
を
奏
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
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が
、
文
献
に
み
ら
れ
る
「
踏
歌
」
の
最
古
の
記
録
で
あ
る
。

わ
が
国
で
も
古
く
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
「
歌
垣
」（
う

た
が
き
）
ま
た
は
「
�
歌
」（
か
が
い
）
と
呼
ば
れ
た
も
の
と

こ
の
「
踏
歌
」
は
、
大
変
よ
く
似
て
い
る
。
常
陸
国
筑
波
山
の

歌
垣
は
殊
に
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
春
、
秋
、
特
定
の
日
を

定
め
、
男
女
が
集
団
で
特
定
の
場
所
に
集
ま
り
、
歌
舞
を
お
こ

な
い
、
互
い
に
配
偶
者
を
求
め
よ
う
と
歌
を
か
け
あ
う
民
俗
行

事
で
あ
る
。

踏
歌
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
盛
ん
に
お
こ

な
わ
れ
、
在
来
の
歌
垣
な
ど
の
民
俗
行
事
と
習
合
し
、
次
第
に

儀
礼
化
さ
れ
、
祝
詞
を
奏
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
室
町
後
期
の

一
條
兼
良
は
、『
花
鳥
余
情
』（
第
十
三
）
の
中
で
こ
の
踏
歌
か

ら
千
秋
万
歳
が
お
こ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

御
殿
内
で
お
こ
な
わ
れ
た
「
禁
中
千
秋
万
歳
」
は
、
御
庭
の

筵
の
上
な
ど
で
演
じ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
禁
中
千
秋
万

歳
の
「
言
立
（
こ
と
だ
て
）」
の
曲
な
ど
に
は
、「
常
盤
嘉
（
と

き
は
か
）
に
御
万
歳
と
、
君
主
（
き
み
）
は
栄
恵
御
座
寿
（
さ

か
え
ま
し
ま
す
）」
と
祝
福
の
万
歳
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
万
歳
の
こ
と
ば
は
、
各
地
の
村
落
で
今
日
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
民
俗
芸
能
化
し
た
万
歳
の
歌
詞
に
も
受
け
継
が
れ
て
い

る
�

。江戸
時
代
に
は
、
徳
川
家
康
の
縁
で
「
三
河
万
歳
」
の
太
夫

が
江
戸
に
出
稼
ぎ
に
来
て
関
東
一
円
を
テ
リ
ト
リ
ー
に
ま
わ
り
、

「
尾
張
万
歳
」
の
太
夫
は
、
名
古
屋
城
下
を
は
じ
め
関
西
を
テ

リ
ト
リ
ー
に
ま
わ
っ
た
。

江
戸
時
代
に
江
戸
に
出
て
き
た
三
河
万
歳
は
、
大
別
し
て
三

つ
の
系
統
に
分
類
で
き
る
。
先
ず
第
一
が
、
碧
海
郡
東
別
所
村

（
現
・
安
城
市
東
別
所
町
）
の
「
別
所
万
歳
」
で
あ
り
、
第
二

が
、
幡
豆
郡
上
町
村
の
枝
郷
森
下
（
現
・
西
尾
市
上
町
）
の
「
森

下
万
歳
（
御
殿
万
歳
）」
で
あ
り
、
第
三
が
、
宝
飯
郡
宿
村

（
現
・
小
坂
井
町
）
の
「
院
内
万
歳
」
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
系
統
の
う
ち
、
秋
田
に
伝
承
さ
れ
た
三
河
万
歳

は
、
ど
の
系
統
の
万
歳
で
あ
っ
た
の
か
、
次
に
み
て
み
た
い
。

二

秋
田
万
歳
と
三
河
万
歳

菅
江
真
澄
は
、『
小
野
の
ふ
る
さ
と
』
に
天
明
五
（
一
七
八

五
）
年
正
月
を
出
羽
の
雄
勝
郡
柳
田
（
湯
沢
市
柳
田
）
で
迎
え
、

七
日
に
七
草
粥
を
食
べ
な
が
ら
「
万
歳
の
う
た
ひ
ご
ゑ
」
を
聞

い
た
と
記
し
て
い
る
�

。
そ
れ
か
ら
二
十
五
年
後
の
文
化
七
（
一

八
一
〇
）
年
二
月
八
日
、『
比
遠
能
牟
良
君
（
ひ
お
の
む
ら
ぎ

み
）』
に
真
澄
は
、「
万
歳
う
た
ふ
鼓
う
ち
聞
え
」
と
記
し
て
い

る
	

。文化
八
（
一
八
一
一
）
年
、『
布
伝
能
麻
迩
万
珥
（
ふ
で
の

ま
に
ま
に
）』
に
は
、「
千
寿
万
歳
」
と
題
し
て
真
澄
の
秋
田
万

歳
に
つ
い
て
の
見
解
が
三
河
万
歳
と
の
比
較
を
通
し
て
述
べ
ら

れ
て
い
る



。
こ
の
年
、
真
澄
は
秋
田
の
久
保
田
城
下
に
居
住

秋田万歳と江戸万歳の比較考
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す
る
よ
う
に
な
る
。

文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
正
月
四
日
、『
笹
ノ
屋
日
記
』
に

真
澄
は
、
久
保
田
で
「
け
ふ
も
万
歳
の
つ
づ
み
う
つ
声
、
遠
う

聞
え
た
り
。」
と
記
し
て
い
る
�

。

『
久
宝
田
能
落
穂
（
く
ぼ
た
の
お
ち
ぼ
）』
で
真
澄
は
、
秋
田

に
「
万
歳
舞
家
」
が
あ
る
こ
と
を
記
し
、
そ
の
家
が
「
本
ト
三

河
ノ
国
」
か
ら
来
た
「
清
太
夫
」
な
ど
の
末
裔
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
�

。

真
澄
は
、
こ
の
よ
う
に
秋
田
の
万
歳
に
つ
い
て
三
十
二
歳
か

ら
七
十
歳
に
至
る
ま
で
折
に
触
れ
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

三
河
出
身
の
真
澄
が
正
月
、
万
歳
の
鼓
の
音
を
聞
く
た
び
に
ふ

る
さ
と
三
河
を
思
い
出
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。真

澄
が
記
述
し
た
万
歳
の
文
章
の
中
で
特
に
真
澄
の
秋
田
万

歳
観
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
五
十
八
歳
の
折
に
記
し
た
『
布

伝
能
麻
迩
万
珥
（
ふ
で
の
ま
に
ま
に
）』
の
「
千
寿
万
歳
」
の

文
章
で
あ
る
。
真
澄
は
、
こ
の
中
で
万
歳
に
つ
い
て
次
の
重
要

な
指
摘
を
し
て
い
る
。

①
千
寿
万
歳
は
「
万
歳
楽
」
に
て
「
踏
歌
の
節
会
」
の
楽
と

い
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
三
河
万
歳
は
「
別
所
村
（
安
城
市
）
と
い
ふ
よ
り
出
」
た

芸
能
で
あ
る
こ
と
。

③
秋
田
万
歳
の
上
祖
も
「
三
河
ノ
国
よ
り
常
陸
ノ
国
」
に
来

た
一
派
が
伝
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

④
そ
の
一
派
は
、「
秋
田
ノ
久
保
田
に
在
り
て
代
々
針
生
清

太
夫
と
い
ふ
一
派
」
で
あ
る
こ
と
。

⑤
秋
田
万
歳
に
は
、「
古
来
（
ム
カ
シ
）
よ
り
家
に
伝
ふ
十

二
段
の
曲
」
が
あ
る
こ
と
。

⑥
そ
の
十
二
段
に
は
、「
家
建
万
歳
」「
経
文
万
歳
（
経
文
揃

万
歳
）」「
神
力
万
歳
」「
峰
入
（
大
峰
）
万
歳
」「
御
国
万

歳
」「
雙
六
万
歳
（
道
中
双
六
万
歳
）」
の
表
六
番
と
、

「
扇
万
歳
」「
御
江
戸
万
歳
」「
門
迹
万
歳
（
本
願
寺
万

歳
）」「
吉
原
万
歳
」「
さ
く
ら
（
桜
）
万
歳
」「
名
寄
万
歳

（
御
門
開
万
歳
）」
の
裡
六
番
が
あ
る
こ
と
。

⑦
秋
田
万
歳
は
「
三
河
ぶ
り
と
は
大
に
こ
と
な
れ
り
」
も
の

で
あ
る
こ
と
。

真
澄
は
、
こ
の
一
文
で
千
寿
万
歳
が
踏
歌
に
由
来
す
る
も
の

で
あ
り
、
万
歳
は
、
千
寿
万
歳
の
「
千
寿
」
を
略
し
た
も
の
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、「
千
寿
万

歳
」
と
い
う
真
澄
の
表
記
で
あ
る
。
こ
の
表
記
は
、
元
禄
十
一

（
一
六
九
八
）
年
に
で
き
た
『
書
言
字
考
』
の
「
万
歳
」
の
項

で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
滝
沢
馬
琴
の
『
著
作
堂
一
夕
話
』

（
巻
之
中
）
に
は
、「
せ
ん
ず
万
歳
」
の
「
せ
ん
ず
」
は
、「
千

秋
」
で
あ
り
、「
千
寿
」
で
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
近

世
で
は
、
こ
の
呼
び
方
と
文
字
の
表
記
の
結
び
つ
き
が
曖
昧
に

な
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
知
識
層
の
間
で
は
、
中
世
末
の
呼
び
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方
を
受
け
て
「
せ
ん
ず
万
歳
」
と
読
む
こ
と
が
正
し
い
と
さ
れ
、

そ
の
表
記
も
治
安
元
（
一
〇
二
一
）
年
以
来
、「
千
秋
万
歳
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
が
、
藤
原
定
家
の
『
明
月
記
』
に
は
、

正
治
二
（
一
二
〇
〇
）
年
十
一
月
十
六
日
か
ら
貞
永
二
（
一
二

三
三
）
年
正
月
一
日
ま
で
「
千
寿
万
歳
」
と
い
う
表
記
が
五
例

認
め
ら
れ
る
。
盛
田
嘉
徳
の
「
千
秋
万
歳
の
研
究
」
で
は
、
こ

れ
ら
の
例
か
ら
「
千
秋
万
歳
は
、
芸
能
と
し
て
始
め
ら
れ
た
初

期
に
は
、
セ
ン
シ


ウ


マ
ン
ザ
イ
、
ま
た
は
セ
ン
ジ


ウ


マ
ン
ザ
イ

と
称
せ
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
し
だ
い
に
セ
ン
ジ


ュ


マ
ン
ザ
イ

と
な
り
、
セ
ン
ズ


マ
ン
ザ
イ
と
訛
る
よ
う
に
な
っ
て
、
や
が
て

固
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
」
と
推
測
し
、
こ
う
し
た
変
遷
は
、

「
民
間
に
お
け
る
呼
称
の
変
化
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
が
貴
族
の

間
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
っ
た
」
と
考
え
て
い
る
�

。

次
に
三
河
万
歳
は
、
別
所
村
よ
り
出
た
と
い
う
点
に
つ
い
て

み
て
み
よ
う
。
真
澄
は
、
文
中
、
別
所
村
の
「
鶴
太
夫
亀
太
夫
」

の
通
名
を
あ
げ
、
三
河
万
歳
は
、
別
所
村
よ
り
出
た
と
記
し
て

い
る
が
、
東
別
所
（
安
城
市
東
別
所
町
）
の
地
は
、
徳
川
家
の

祖
松
平
親
忠
が
碧
海
郡
長
谷
部
郷
に
十
五
町
四
方
の
土
地
を
与

え
保
護
し
た
陰
陽
師
の
村
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
徳
川
家
に

最
も
早
く
か
ら
出
入
り
し
た
陰
陽
師
の
集
住
地
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
別
所
村
に
は
、
現
在
、「
万
歳
由
緒
書
」（
一
七
三
一
）

と
「
万
歳
由
来
記
」（
一
八
八
一
）
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
三
河
の
国
、
別
所
村
に
万
歳
が
始
ま

る
の
は
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
、
尾
張
の
国
、
熱
田
神
宮

薬
師
寺
の
玄
海
法
師
が
長
谷
部
郷
に
身
を
寄
せ
た
こ
と
に
よ
る

と
い
う
。
ま
た
こ
の
玄
海
法
師
の
隠
退
後
、
額
田
郡
大
門
村
の

日
吉
法
印
を
呼
び
寄
せ
、
後
を
継
が
せ
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

こ
の
日
吉
法
印
は
、
徳
川
家
康
に
従
い
、
万
歳
祝
言
を
お
こ

な
っ
て
い
た
が
、
慶
長
二
（
一
五
九
七
）
年
二
月
に
没
す
る
。

こ
の
六
年
後
に
、
江
戸
時
代
の
幕
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
�

。

こ
の
よ
う
な
伝
承
か
ら
別
所
万
歳
が
、
松
平
家
に
属
し
、
そ
の

庇
護
の
下
に
発
展
し
、
家
康
と
の
関
係
を
強
く
し
て
い
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

山
路
興
造
は
、「
万
歳
の
成
立
」
の
中
で
三
河
の
地
に
お
い

て
「
徳
川
家
を
古
く
か
ら
直
接
の
旦
那
と
し
た
歴
史
を
持
っ
て

い
る
の
は
、
別
所
万
歳
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
�

。
こ
の

こ
と
か
ら
別
所
万
歳
が
、
三
河
万
歳
の
形
成
と
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
真
澄
は
、
秋
田
万
歳
の
源
流
を
考
え
る
上
で
大
変
、

重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
三
河
万
歳
は
、
徳
川
家
と
の
関
係

か
ら
江
戸
や
そ
の
周
辺
に
大
き
な
勢
力
を
も
ち
、
そ
の
影
響
力

は
、
会
津
や
秋
田
の
万
歳
に
も
及
ん
で
い
る
。

会
津
藩
は
、
徳
川
家
光
の
異
母
弟
保
科
正
之
が
藩
主
と
な
っ

て
い
る
か
ら
そ
の
縁
で
三
河
万
歳
が
定
着
し
た
こ
と
は
十
分
に

考
え
ら
れ
る
。

真
澄
は
、
秋
田
万
歳
が
常
陸
の
国
か
ら
国
替
え
と
な
っ
た
佐

竹
家
に
伴
な
わ
れ
て
や
っ
て
き
た
三
河
万
歳
師
ら
に
よ
っ
て
伝

秋田万歳と江戸万歳の比較考
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承
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
佐
竹
家
が
出
羽
に
転
封
さ
れ
た

の
は
、
慶
長
七
（
一
六
〇
二
）
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
、

三
河
の
万
歳
が
秋
田
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
説
に
は
従
い
が
た
い
。

な
ぜ
な
ら
こ
の
頃
に
三
河
の
万
歳
師
が
関
東
の
旦
那
場
を
ま
わ

り
始
め
る
か
ら
、
三
河
の
万
歳
師
が
常
陸
を
経
由
し
て
出
羽
に

定
住
す
る
の
は
、
や
や
時
期
が
早
く
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
�

。
だ
が
真
澄
が
言
う
よ
う
に
秋
田
万
歳
が
三
河
万
歳
の
系

譜
を
ひ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

真
澄
は
、『
久
宝
田
能
落
穂
』
の
中
で
「
さ
よ
む
し
ろ
の
神
」

に
言
及
し
、「
万
歳
舞
家
」
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
そ
れ
が
、

「
本
ト
三
河
ノ
国
ノ
別
所
村
よ
り
来
」
た
と
し
、「
張
尾
清
太

夫
な
ン
ど
こ
の
末
胤
（
ス
エ
）
也
」
と
記
し
て
い
る
�

。

ま
た
真
澄
は
、『
布
伝
能
麻
迩
万
珥
』
で
「
秋
田
ノ
久
保
田

に
在
り
て
代
々
針
生
清
太
夫
と
い
ふ
一
派
」
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
清
太
夫
」
の
一
派
は
、
別
所

村
よ
り
来
た
者
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
針
生
清
太
夫
に
つ
い
て
は
、
そ
の
出
自
が
不
明
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
資
料
が
森
下
村
の
御
殿
万
歳
の

起
源
を
述
べ
た
文
章
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、

西
尾
市
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代
に
記
録
さ
れ
た

「
大
和
の
吉
良
太
夫
説
」
の
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

森
下
村
の
御
殿
万
歳
の
起
源
は
、
大
和
の
国
か
ら
移
住
し
て
き

た
吉
良
太
夫
を
始
祖
と
し
て
い
る
。
そ
の
移
住
時
期
は
、
文
保

二
（
一
三
一
八
）
年
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
年
は
、
万
歳
師
と
深

い
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
実
相
寺
の
第
二
代
の
住
職
で
あ
る
応

通
禅
師
が
入
滅
し
た
と
年
で
あ
る
。
一
説
に
は
、
こ
の
応
通
禅

師
が
森
下
村
の
御
殿
万
歳
を
創
始
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
こ

れ
ら
の
諸
説
か
ら
推
察
し
て
森
下
村
の
御
殿
万
歳
は
職
を
失
い
、

大
和
の
国
の
楽
人
で
あ
っ
た
者
が
、
遊
芸
人
と
な
っ
て
諸
国
を

漂
泊
し
た
後
、
実
相
寺
の
寺
領
の
う
ち
の
森
下
村
に
定
着
し
、

万
歳
を
始
め
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
森
下
村

は
、
実
相
寺
の
散
所
的
な
場
所
で
、
散
所
民
が
寺
社
の
雑
役
に

従
事
し
た
り
、
声
聞
師
に
な
ら
っ
て
生
活
を
補
う
た
め
万
歳
と

い
う
〈
祝
福
芸
能
〉
に
進
出
し
た
こ
と
は
、
十
分
に
考
え
ら
れ

る
�

。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
「
大
和
の
吉
良
太
夫

説
」
の
中
で
こ
の
吉
良
太
夫
の
子
孫
を
「
清
太
夫
」
と
申
す
者

で
あ
る
と
記
述
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
�

。
こ
の
記
述
か
ら

秋
田
の
久
保
田
に
お
い
て
秋
田
万
歳
を
代
々
や
っ
て
い
た
三
河

万
歳
師
の
一
派
で
あ
る
「
針
生
清
太
夫
」
は
、
森
下
村
の
「
清

太
夫
」
の
系
譜
を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
真
澄
は
、
秋
田
万
歳
が
昔
か
ら
十
二
段
で
あ
っ
た
と
記

し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
。

ど
の
よ
う
な
事
情
で
秋
田
万
歳
の
十
二
段
の
詞
章
が
生
ま
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
秋
田
市
教
育
委
員
会
編
の
『
秋
田
万
歳
』
の

解
説
で
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
十
二
は
、
一
年
は
十
二
ヶ
月
、

一
年
中
を
祝
う
と
い
う
意
味
も
あ
ろ
う
し
、
番
楽
（
獅
子
舞
）

を
十
二
番
と
数
え
た
影
響
も
あ
ろ
う
か
」
と
推
定
し
て
い
る
�

。
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が
、
秋
田
万
歳
が
十
二
段
で
構
成
さ
れ
て
い
る
理
由
の
ひ
と
つ

に
は
、『
十
二
段
草
子
』
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三

秋
田
万
歳
と
十
二
段
草
子

『
十
二
段
草
子
』
は
、『
浄
瑠
璃
姫
物
語
』
と
も
呼
ば
れ
、

三
河
の
鳳
来
寺
に
伝
わ
る
薬
師
霊
験
譚
な
ど
を
題
材
に
小
野
於

通
が
創
作
し
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
物
語
は
、
三

河
の
国
の
矢
矧
（
や
は
ぎ
）
の
長
者
の
娘
（
浄
瑠
璃
姫
）
と
牛

若
丸
（
源
義
経
）
と
の
恋
物
語
で
あ
る
。「
浄
瑠
璃
」
と
い
う

言
葉
は
、
三
河
の
国
矢
作
の
長
者
が
、
大
同
三
（
七
〇
三
）
年

開
山
の
三
河
地
方
の
名
刹
で
あ
る
鳳
来
寺
に
あ
る
本
尊
「
薬
師

瑠
璃
光
如
来
」
に
祈
願
し
て
授
か
っ
た
娘
に
つ
け
た
名
前
で
あ

る
浄
瑠
璃
姫
に
由
来
す
る
。
な
お
こ
の
寺
の
薬
師
信
仰
は
、
広

い
信
仰
圏
を
も
っ
て
栄
え
た
。
特
に
こ
の
寺
の
薬
師
如
来
は
、

子
授
け
の
薬
師
如
来
と
し
て
評
判
が
高
く
、
松
平
広
忠
夫
妻
が

天
下
人
と
な
る
男
子
を
と
祈
願
し
て
授
か
っ
た
の
が
、
徳
川
家

康
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
『
浄
瑠
璃
姫
物
語
』
が
、『
十
二
段
草
子
』
と
呼
ば
れ

て
い
る
の
は
、
そ
の
薬
師
如
来
に
脇
侍
す
る
十
二
神
に
な
ら
っ

た
も
の
だ
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

秋
田
万
歳
が
、
十
二
段
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
『
浄

瑠
璃
姫
物
語
』
が
『
十
二
段
草
子
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
と
同

様
に
薬
師
如
来
に
脇
侍
す
る
十
二
神
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
秋
田
万
歳
の
十
二
段
の
う
ち
の

「
家
建
万
歳
」
の
詞
章
に
は
、「
十
二
本
の
柱
は
是
は
薬
師
の

十
二
神
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、「
御
江
戸
万
歳
」
の
詞
章
に

は
、「
立
石
伏
石
詠
（
な
が
）
め
石
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
明
ら
か
に
『
浄
瑠
璃
姫
物
語
』
の
「
立
石
伏
石
流
石
」

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る

æ¸

。
こ
の
よ
う
に
秋
田
万
歳
に
は
、

『
浄
瑠
璃
姫
物
語
』
の
構
成
や
詞
章
の
影
響
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

こ
の
『
浄
瑠
璃
姫
物
語
』
は
、
芸
能
が
盛
ん
で
あ
っ
た
三
河

か
ら
歩
き
巫
女
や
座
頭
と
呼
ば
れ
た
盲
目
の
芸
能
者
た
ち
に

よ
っ
て
扇
拍
子
・
琵
琶
・
三
味
線
な
ど
に
あ
わ
せ
て
独
特
の
節

回
し
で
語
ら
れ
、
全
国
に
流
布
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

四

秋
田
万
歳
と
早
物
語

こ
の
浄
瑠
璃
の
う
ち
仙
台
地
方
を
中
心
に
奥
州
で
盲
目
の
座

頭
が
東
北
方
言
で
語
っ
た
も
の
を
「
奥
浄
瑠
璃
」
と
言
う
よ
う

に
な
っ
た
。

松
尾
芭
蕉
の
『
奥
の
細
道
』
に
も
末
の
松
山
の
あ
た
り
で
聞

い
た
「
奥
浄
瑠
璃
」（
奥
浄
る
り
）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る

æ

。

「
其
夜
盲
目
法
師
の
琵
琶
を
な
ら
し
て
奥
浄
る
り
と
云
も
の

を
か
た
る
。
平
家
（
平
曲
）
に
も
あ
ら
ず
、
舞
（
幸
若
舞
）
に

も
あ
ら
ず
、
ひ
な
び
た
る
調
子
う
ち
上
て
、
枕
ち
か
う
か
し
ま

秋田万歳と江戸万歳の比較考
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し
け
れ
ど
、
さ
す
が
に
辺
土
の
遺
風
忘
れ
ざ
る
も
の
か
ら
、
殊

勝
に
覚
ら
る
。」

こ
の
芭
蕉
の
記
述
か
ら
奥
浄
瑠
璃
が
、
盲
目
の
法
師
の
琵
琶

の
語
り
に
よ
っ
て
「
ひ
な
び
た
る
調
子
」
で
語
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
元
禄
（
一
六
八
八
―
一
七
〇
四
）
時
代
に
奥
浄

瑠
璃
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
芭
蕉
の
記
述
か
ら
確

認
で
き
る
。

こ
の
奥
浄
瑠
璃
と
秋
田
万
歳
と
の
関
係
も
密
接
で
あ
り
、
そ

の
詞
章
に
は
、
宗
教
的
色
彩
を
帯
び
た
要
素
も
認
め
ら
れ
る

æ˝

。

ま
た
秋
田
万
歳
で
は
、
祝
福
の
語
り
の
あ
と
に
余
興
の
曲
を
加

え
る
が
、
そ
の
余
興
に
は
、
よ
く
奥
浄
瑠
璃
の
前
座
か
そ
の
余

興
な
ど
に
語
ら
れ
た
早
物
語
な
ど
が
出
さ
れ
た

æ˛

。
こ
こ
に
は
、

古
風
な
趣
が
強
く
出
て
い
る
。

五

秋
田
万
歳
と
江
戸
万
歳
の
比
較
考

文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
の
『
秋
田
風
俗
問
状
答
』
に
よ
れ

ば
、
秋
田
万
歳
の
源
流
と
考
え
ら
れ
て
い
る
三
河
万
歳
が
、
秋

田
の
地
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、「
慶
長
年
間
」（
一
五
九
六
―
一

六
一
四
）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が

æˇ

、
現
在
、
伝
承
さ
れ
て

い
る
十
二
段
構
成
の
秋
田
万
歳
を
針
生
清
太
夫
が
創
作
し
た
年

代
は
、
十
八
世
紀
は
じ
め
の
宝
永
（
一
七
〇
四
―
一
七
一

一
）
・
正
徳
（
一
七
一
一
―
一
七
一
六
）
の
頃
と
想
定
で
き
る

æ—

。

菅
江
真
澄
は
、
こ
の
十
二
段
の
秋
田
万
歳
の
演
目
を
『
布
伝
能

麻
迩
万
珥
（
ふ
で
の
ま
に
ま
に
）』（
一
八
一
一
）
に
お
い
て
す

べ
て
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
江
戸
の
繁
昌
を
祝
う

「
御
江
戸
万
歳
」
と
秋
田
の
久
保
田
城
下
の
繁
昌
を
祝
う
「
御

国
万
歳
」
な
ど
が
あ
る
。
特
に
「
御
国
万
歳
」
は
、
十
二
段
あ

る
秋
田
万
歳
の
う
ち
唯
一
、
天
徳
寺
な
ど
の
秋
田
の
名
所
旧
跡

を
入
れ
込
ん
だ
万
歳
で
、
現
在
、
秋
田
万
歳
を
代
表
す
る
演
目

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
詞
章
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
æ

。
（
太
）

御
万
歳
（
ご
ま
ん
ざ
い
）
と
や

（
太
）

御
国
も
栄
え
て
御
在
（
お
は
し
ま
）
す

（
才
）

御
城
造
り
の
結
構
は

（
太
）

門
門
な
九
つ

（
太
・
才
）

楼
（
や
ぐ
ら
）
々
の
其
の
数
は

（
才
）

玉
を
連
（
つ
ら
）
ね
し
如
く
な
れ
ば

（
太
・
才
）

極
楽
浄
土
に
異
（
こ
と
）
な
ら
で

（
才
）

け
（
か
）
程
（
ほ
ど
）
目
出
度
（
め
で
た
き
）

御
城
下
に

（
太
）

名
の
有
（
あ
）
る
町
は

（
才
）

コ
ラ
三
十
六
丁
其
外
（
そ
の
ほ
か
）
は
数
し
れ

ず

（
太
・
才
）

寺
の
数
は

（
太
）

三
百

（
才
）

三
十
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（
太
）

三
寺
な
れ
ば
北
に
当
（
あ
た
）
り
て
天
徳
寺

（
才
）

香
の
煙
（
け
む
り
）
は
雲
に
上
（
あ
が
）
る

何
（
い
つ
）
も
絶
え
せ
ぬ
御
灯
明

（
太
・
才
）

光
（
ひ
か
り
）
輝
（
か
が
や
）
く
御
霊
屋

（
太
）

扨
（
さ
て
）
水
上
（
み
な
か
み
）
に
は
藤
倉
観

音

（
太
・
才
）

水
下
（
み
づ
し
も
）
に
は
古
四
王
権
現

（
太
）

海
の
面
（
お
も
て
）
を
詠
（
眺
）
む
れ
ば

（
才
）

コ
ラ
天
竺
の
方
（
か
た
）
よ
り
も

（
太
・
才
）

綾
や
錦
を
帆
に
掛
け
て

数
多
（
あ
ま
た
）
の
宝
を

（
才
）

御
船
（
み
ふ
ね
）
に
積
ん
で

（
太
・
才
）

秋
田
の
湊
（
み
な
と
）
へ
船
が
着
く
ぞ
や

（
太
）

誠
に
目
出
度
候
へ

こ
の
よ
う
に
秋
田
万
歳
で
は
、
太
夫
（
太
）
と
才
蔵
（
才
）

が
掛
け
合
い
な
が
ら
、
ひ
と
つ
の
万
歳
を
演
じ
て
い
く
が
、
こ

れ
は
、
太
夫
と
才
蔵
の
二
人
一
組
で
演
じ
る
三
河
万
歳
の
や
り

方
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
河
万
歳
は
、
こ
の
よ
う
に
秋
田
万
歳
の
上
演
様
式
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
江
戸
の
万
歳
の
形
成
に

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

当
時
、
江
戸
で
見
れ
る
万
歳
は
、
三
河
万
歳
に
限
ら
れ
て
い

た
æ

。
な
ぜ
な
ら
江
戸
に
来
る
万
歳
は
、
す
べ
て
三
河
万
歳
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
万
歳
師
の
服
装
は
、
太
夫
が
折
り

烏
帽
子
（
え
ぼ
し
）
に
麻
の
素
襖
（
す
お
う
）
を
用
い
た
。
色

は
決
ま
っ
た
色
が
な
か
っ
た
が
、
も
っ
ぱ
ら
紺
が
使
わ
れ
、
紋

も
定
め
は
な
か
っ
た
。
ま
た
両
刀
を
帯
び
て
く
り
袴
か
常
の
袴

を
は
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
才
蔵
は
、
侍
烏
帽
子
に
素
襖
で
、

袴
は
は
か
ず
に
手
に
鼓
を
打
ち
、
肩
に
布
の
袋
を
背
負
っ
た
。

こ
れ
は
、
も
ら
っ
た
米
や
金
銭
を
入
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
。

江
戸
の
万
歳
は
、『
守
貞
謾
稿
』（
巻
之
七
）
に
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
「
三
河
万
歳
の
ま
ね
」
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
天
保
年

間
（
一
八
三
〇
―
一
八
四
三
）
に
は
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
た

と
さ
れ
て
い
る
。
が
、
現
在
で
は
、
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ

の
「
江
戸
万
歳
」
の
詞
章
が
、『
淋
敷
座
之
慰
（
さ
び
し
き
ざ

の
な
ぐ
さ
め
）』
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る

æ

。
以
下
、
こ
の

「
江
戸
ま
ん
ざ
い
」（
Ａ
）
の
詞
章
を
秋
田
万
歳
の
「
御
江
戸

万
歳
」（
Ｂ
）
と
「
御
国
万
歳
」（
Ｃ
）
の
詞
章
と
並
べ
て
比
較

し
、
次
に
列
挙
し
て
み
る
。

（
Ａ
）
徳
若
（
と
く
わ
か
）
に
御
ま
ん
ざ
い
と
千
代
（
ち
よ
）

に
八
千
代
（
や
ち
よ
）
に
御
ま
ん
ざ
い
と

（
Ｂ
）
御
万
歳
と
や

（
Ｃ
）
御
万
歳
と
や

（
Ａ
）
四
海
の
波
も
し
づ
か
に
て
国
も
治
る
御
代
な
れ
ば
か
ゝ

る
め
で
た
い
宝
の
君
の

（
Ｂ
）
御
江
戸
も
栄
え
て
御
在
す

秋田万歳と江戸万歳の比較考
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（
Ｃ
）
御
国
も
栄
え
て
御
在
す

（
Ａ
）
御
城
つ
く
り
の
結
構
に
は

（
Ｂ
）
御
城
造
り
の
結
構
は

（
Ｃ
）
御
城
造
り
の
結
構
は

（
Ａ
）
門
々
な
六
十
六

（
Ｂ
）
門
々
六
十
六
門

（
Ｃ
）
門
々
な
九
つ

（
Ａ
）
櫓
々
の
其
数
は

（
Ｂ
）
楼
々
の
其
数
は

（
Ｃ
）
楼
々
の
其
数
は

（
Ａ
）
玉
を
つ
ら
ね
た
ご
と
く
也

（
Ｂ
）
玉
を
連
ね
し
如
く
な
れ
ば

（
Ｃ
）
玉
を
連
ね
し
如
く
な
れ
ば

（
Ａ
）
か
ゝ
る
め
で
た
い
宝
の
君
の
御
在
所
な
れ
ば

（
Ｂ
）
極
楽
浄
土
に
異
な
ら
ず

（
Ｃ
）
極
楽
浄
土
に
異
な
ら
で

（
Ａ
）
町
の
数
を
か
そ
う
る
に

（
Ｂ
）
け
（
か
）
程
（
ほ
ど
）
目
出
度
御
城
下
に

（
Ｃ
）
け
（
か
）
程
（
ほ
ど
）
目
出
度
御
城
下
に

（
Ａ
）
名
の
あ
る
町
か

（
Ｂ
）
名
の
有
る
町
は

（
Ｃ
）
名
の
有
る
町
は

（
Ａ
）
八
百
八
町

（
Ｂ
）
八
百
八
丁

（
Ｃ
）
三
十
六
丁

（
Ａ
）
其
外
数
し
ら
ず

（
Ｂ
）
其
外
は
数
し
れ
ず

（
Ｃ
）
其
外
は
数
し
れ
ず

（
Ａ
）
寺
の
数
を
か
そ
う
る
に

（
Ｂ
）
寺
の
数
は

（
Ｃ
）
寺
の
数
は

（
Ａ
）
一
萬
三
千
三
百
三
十
三
寺
あ
り
や

（
Ｂ
）
壱
万
三
千
三
百
三
十
三
寺
な
れ
ば

（
Ｃ
）
三
百
三
十
三
寺
な
れ
ば

（
Ａ
）
誠
に
め
で
た
ふ
さ
ふ
ら
ひ
け
る

（
Ｂ
）
誠
に
目
出
度
候
へ

（
Ｃ
）
誠
に
目
出
度
候
へ

以
上
の
よ
う
に
三
者
の
詞
章
を
比
較
し
て
み
る
と
、
秋
田
万

歳
の
「
御
江
戸
万
歳
」
と
「
御
国
万
歳
」
は
、
共
に
『
淋
敷
座

之
慰
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
江
戸
ま
ん
ざ
い
」
の
詞
章
を
踏

ま
え
て
創
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

先
ず
秋
田
万
歳
の
作
者
で
あ
る
針
生
清
太
夫
は
、
こ
の
「
江

戸
ま
ん
ざ
い
」
の
詞
章
を
も
と
に
「
御
江
戸
万
歳
」
を
作
り
、

続
い
て
そ
の
万
歳
の
世
界
を
〈
江
戸
〉
か
ら
〈
秋
田
〉
へ
移
し
、

「
御
国
万
歳
」
を
創
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

「
御
江
戸
万
歳
」
の
「
鬼
門
に
当
（
あ
た
）
り
て
東
叡
山
」
か

ら
「
北
に
当
（
あ
た
）
り
て
天
徳
寺
」
の
詞
章
が
作
ら
れ
て
い
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る
。ま

た
「
御
国
万
歳
」
の
詞
章
に
は
、
次
の
よ
う
に
直
接
、「
江

戸
ま
ん
ざ
い
」
の
詞
章
を
用
い
て
作
り
変
え
た
詞
章
が
あ
る
。

（
Ａ
）
海
の
面
を
見
渡
せ
ば

（
Ｃ
）
海
の
面
を
詠
（
な
が
）
む
れ
ば

（
Ａ
）
唐
天
竺
の

（
Ｃ
）
天
竺
の
方
よ
り
も

（
Ａ
）
宝
船
に
余
多
（
あ
ま
た
）
の
宝
を
詰
込
で

（
Ｃ
）
数
多
（
あ
ま
た
）
の
宝
を
御
船
に
積
ん
で

（
Ａ
）
お
江
戸
の
港
へ
お
し
か
ふ
た
る
は

（
Ｃ
）
秋
田
の
湊
（
み
な
と
）
へ
船
が
着
く
ぞ
や

「
御
国
万
歳
」
は
、
こ
の
よ
う
に
「
江
戸
の
港
」
を
「
秋
田

の
湊
」
に
移
し
変
え
た
「
江
戸
ま
ん
ざ
い
」
の
秋
田
版
と
も
い

え
る
万
歳
な
の
で
あ
る
。

六

秋
田
万
歳
研
究
史
の
系
譜

文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
に
出
さ
れ
た
人
見
蕉
雨
の
『
秋
田

紀
麗
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る

æ

。

「
正
月
二
日

万
歳
は
、
か
た
じ
け
な
く
も
人
の
世
は
し
ま

り
六
十
一
代
の
皇
、
一
條
帝
長
徳
の
頃
三
河
国
よ
り
至
る
。

（
略
）
府
城
へ
上
る
。」

こ
れ
は
、
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
秋
田
万
歳
に
つ
い
て
の
記
述

の
初
見
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
秋
田
万
歳
が
三
河
国
よ
り
伝
播

し
た
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ
、
秋
田
万
歳
が
府
城
に
参
上
し
て

お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
が
、
具
体
的
な
万
歳

の
実
情
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
か
ら
七
年
後
に
『
布
伝
能
麻
迩
万
珥
（
ふ
で
の
ま
に
ま

に
）』（
一
八
一
一
）
が
菅
江
真
澄
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
真
澄
の

秋
田
万
歳
に
つ
い
て
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。

真
澄
は
、
こ
の
一
文
で
秋
田
万
歳
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
い

る
が
、
こ
の
呼
称
を
用
い
た
の
は
、
菅
江
真
澄
が
最
初
で
あ
る
。

以
後
、
今
日
ま
で
こ
の
呼
称
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
真
澄
の
秋
田
万
歳
観
が
記
さ
れ
た
三
年
後
、『
秋
田
風

俗
問
状
答
』（
一
八
一
四
）
が
出
さ
れ
る

æ

。
そ
こ
に
は
、
真

澄
の
見
解
と
異
な
る
万
歳
観
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記

述
は
、
以
後
、
秋
田
万
歳
を
紹
介
す
る
時
に
よ
く
引
用
さ
れ
る

基
本
文
献
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
三
河
万
歳
が
「
慶
長

年
間
」（
一
五
九
六
―
一
六
一
四
）
に
秋
田
に
入
っ
て
き
た
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
の
は

じ
め
に
か
け
て
三
河
万
歳
が
秋
田
に
佐
竹
の
殿
様
と
共
に
移
っ

て
来
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
『
秋
田
風
俗
問
状

答
』
に
は
、「
家
建
万
歳
」
の
詞
章
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
秋
田
万
歳
の
詞
章
の
初
見
で
あ
る
。
ま
た
「
万
歳
」

秋田万歳と江戸万歳の比較考
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の
図
も
別
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る

æ

。

そ
の
後
、
秋
田
万
歳
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
が
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
の
各
時
代
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
菅
江
真
澄
や
那
珂

通
博
の
記
述
に
依
拠
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の

中
で
注
目
さ
れ
る
秋
田
万
歳
に
つ
い
て
の
論
説
は
、
小
玉
暁
村

が
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
『
秋
田
郷
土
叢
話
』
に
掲
載

し
た
「
郷
土
芸
術
研
究
」
で
あ
る
。
そ
の
中
で
暁
村
は
「
万
歳

の
ま
き
」
と
題
し
て
万
歳
の
起
源
を
説
き
、
尾
張
万
歳
を
は
じ

め
と
し
た
各
地
の
万
歳
を
概
観
し
、「
わ
が
秋
田
万
歳
の
母
胎

と
も
お
も
は
れ
る
三
河
万
歳
」
が
、
当
時
、
毎
年
、
江
戸
に
い
っ

て
万
歳
を
つ
と
め
た
こ
と
を
紹
介
し
、「
そ
れ
が
、
わ
が
郷
土

の
江
戸
詰
の
侍
衆
な
ど
に
よ
っ
て
伝
へ
ら
れ
、（
中
略
）
自
然

俗
化
し
、
い
は
ゆ
る
職
業
化
し
て
門
付
け
風
と
な
つ
た
」
と
い

う
説
を
展
開
し
た

æ

。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
に
藤
田
秀
司
が
『
出

羽
路
』
の
第
十
五
号
に
「
秋
田
万
歳
」
と
題
し
て
仙
北
地
方
の

万
歳
師
の
形
態
を
中
心
に
秋
田
万
歳
の
詞
章
を
紹
介
し
、
そ
の

内
容
に
「
修
験
道
の
影
響
」
が
み
ら
れ
、
ま
た
「
日
本
特
有
の

神
ま
つ
り
の
祭
詞
」
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
点
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た

æ

。

昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
は
、『
秋
田
の
民
謡
・
芸

能
・
文
芸
―
地
方
文
化
の
源
流
』
の
中
で
井
上
隆
明
が
、
秋
田

の
番
楽
の
中
の
万
歳
の
詞
章
を
収
録
し
、
横
手
万
歳
や
仙
北
郡

の
万
歳
市
を
紹
介
し
、
秋
田
万
歳
を
「
直
接
的
に
は
他
の
東
北

地
方
と
同
じ
よ
う
に
、
江
戸
系
」
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た

æ

。

ま
た
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
は
、
佐
藤
久
治
に
よ

る
秋
田
万
歳
の
本
格
的
な
研
究
書
で
あ
る
『
秋
田
万
歳
』
が
、

秋
田
真
宗
研
究
会
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
書
で
は
、
秋

田
万
歳
の
詞
章
な
ど
を
詳
細
に
比
較
し
、
秋
田
万
歳
が
尾
張
系

の
万
歳
の
流
れ
を
組
む
「
江
戸
万
歳
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た

æ

。

こ
の
書
は
、
以
後
、
秋
田
万
歳
の
研
究
者
に
よ
っ
て
た
び
た
び

引
用
さ
れ
、
秋
田
万
歳
の
研
究
者
に
と
っ
て
必
読
書
と
も
言
え

る
も
の
に
な
っ
た
が
、
こ
の
書
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
三
十
六
年

の
歳
月
が
経
過
し
、
全
国
の
万
歳
研
究
も
今
日
著
し
く
発
展
し
、

万
歳
資
料
も
各
地
で
収
集
さ
れ
、
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

盛
田
嘉
徳
、
本
田
安
次
、
山
路
興
造
、
岡
田
弘
ら
の
す
ぐ
れ
た

万
歳
に
関
す
る
論
考
も
あ
ら
わ
れ
、
佐
藤
久
治
の
『
秋
田
万

歳
』
の
説
も
再
考
す
べ
き
時
期
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
は
、
従
来
の
諸
説
を
踏
ま
え
、「
御
国
万
歳
」
の
詞
章

を
中
心
に
秋
田
万
歳
を
江
戸
万
歳
と
の
比
較
を
通
し
て
考
察
し
、

そ
の
秋
田
万
歳
の
詞
章
が
、
三
河
万
歳
を
源
流
と
す
る
江
戸
万

歳
の
詞
章
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

三
河
万
歳
や
尾
張
万
歳
の
諸
資
料
を
参
照
す
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
江
戸
時
代
の
活
動
の
テ
リ
ト
リ
ー
が
明
確
に
な
り
、
秋
田
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万
歳
の
源
流
が
、
尾
張
万
歳
で
は
な
く
、
三
河
万
歳
に
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

そ
し
て
そ
の
三
河
万
歳
の
系
譜
は
、
江
戸
か
ら
東
北
に
伝
承

さ
れ
、「
会
津
万
歳
」
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
風
土
性

に
適
合
し
、
変
化
し
、
独
自
性
を
も
っ
た
万
歳
が
形
成
さ
れ
た

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
秋
田
万
歳

に
は
、
三
河
万
歳
系
、
尾
張
万
歳
系
、
江
戸
万
歳
系
の
他
、
浄

瑠
璃
や
番
楽
等
の
影
響
も
み
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
重
層

的
に
複
合
し
て
現
在
の
秋
田
万
歳
が
形
成
さ
れ
た
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。

註
（
１
）
山
路
興
造
『
翁
の
座
―
芸
能
民
た
ち
の
中
世
』、
平
凡
社
、
平
成
二

（
一
九
九
〇
）
年
、
四
十
四
―
四
十
九
頁
。

（
２
）
盛
田
嘉
徳
「
千
秋
万
歳
の
研
究
」、『
中
世
賎
眠
と
雑
芸
能
の
研
究
』、

雄
山
閣
出
版
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
、
百
十
七
―
百
二
十
二

頁
。

（
３
）
沖
縄
県
石
垣
島
の
「
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
」、
八
重
山
諸
島
の
「
赤
マ

タ
・
黒
マ
タ
」、
鹿
児
島
県
の
「
ト
シ
ド
ン
」、
石
川
県
能
登
半
島

輪
島
「
ア
マ
メ
ハ
ギ
」、
山
形
県
遊
佐
町
の
「
ア
マ
ハ
ゲ
」、
秋
田

県
男
鹿
の
「
ナ
マ
ハ
ゲ
」
等
の
来
訪
神
の
祭
り
に
は
、
祝
言
の
こ

と
ば
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
が
、「
千
秋
万
歳
」
と

同
列
の
〈
祝
福
芸
〉
と
考
え
ら
れ
る
。
本
田
安
次
『
日
本
の
伝
統

芸
能
』、
錦
正
社
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
、
七
十
五
―
七
十
六

頁
参
照
。

（
４
）『
継
塵
記
』の
正
安
三
年
正
月
一
日
条
に
は
、「
午
刻
内
々
参
二

仙
洞
一

、

千
秋
万
歳
参
、
十
二
段
了
、
万
歳
退
出
」
と
あ
る
。

（
５
）
山
路
、
前
掲
書
、
五
十
九
頁
。

（
６
）
秋
田
万
歳
で
は
、
表
六
段
、
裡
六
段
の
合
わ
せ
て
十
二
段
あ
る
が
、

そ
の
中
の
「
御
門
開
万
歳
」
の
「
君
も
栄
え
て
御
在
（
お
は
し
ま
）

す
」
の
歌
い
出
し
の
詞
章
は
、「
禁
中
千
秋
万
歳
」
の
「
言
立
」
の

冒
頭
の
詞
章
を
踏
ま
え
て
い
る
。

（
７
）
内
田
武
志
・
宮
本
常
一
編
『
菅
江
真
澄
全
集
』、
第
一
巻
、
未
来
社
、

昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
、
二
百
三
十
七
頁
。

（
８
）
内
田
・
宮
本
編
『
菅
江
真
澄
全
集
』、
第
四
巻
、
未
来
社
、
昭
和
四

十
八
（
一
九
七
三
）
年
、
百
八
十
九
頁
。

（
９
）
内
田
・
宮
本
編
『
菅
江
真
澄
全
集
』、
第
十
巻
、
未
来
社
、
昭
和
四

十
九
（
一
九
七
四
）
年
、
二
十
二
―
二
十
三
頁
。

（
１０
）
内
田
・
宮
本
編
、
前
掲
書
、
第
十
巻
、
四
三
〇
頁
。

（
１１
）
内
田
・
宮
本
編
、
前
掲
書
、
第
十
巻
、
三
百
七
十
六
頁
。

（
１２
）
盛
田
、
前
掲
書
、
百
十
七
―
百
二
十
二
頁
参
照
。

（
１３
）
神
谷
素
光
「
三
河
万
歳
史
稿
」、『
安
城
歴
史
研
究
』、
第
二
十
四
号
、

安
城
市
教
育
委
員
会
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
、
一
―
二
十

七
頁
参
照
。

（
１４
）
山
路
、
前
掲
書
、
百
二
十
三
頁
。

（
１５
）
山
路
、「
祝
福
す
る
人
々
」、『
大
系
日
本
歴
史
と
芸
能
』、
第
十
二

巻
、
平
凡
社
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
、
百
九
十
二
頁
参
照
。

秋田万歳と江戸万歳の比較考
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（
１６
）
内
田
・
宮
本
編
、
前
掲
書
、
第
十
巻
、
三
百
七
十
六
頁
。

（
１７
）
西
尾
市
資
料
館
『
西
尾
の
三
河
万
歳
』、
西
尾
市
資
料
館
、
平
成
十

三
（
二
〇
〇
一
）
年
、
一
頁
。

（
１８
）
西
尾
市
資
料
館
、
前
掲
書
、
五
頁
。

（
１９
）
秋
田
市
教
育
委
員
会
『
秋
田
万
歳
』、
秋
田
市
教
育
委
員
会
、
昭
和

五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
、
一
頁
。

（
２０
）
森
武
之
助
翻
刻
・
解
題
『
十
二
段
草
子
』（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）、

汲
古
書
院
、
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
、
十
六
―
十
七
頁
。

（
２１
）
井
本
農
一
・
堀
信
夫
・
村
松
友
次
『
松
尾
芭
蕉
（
日
本
古
典
文
学

全
集
）』、
小
学
館
、
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
、
三
百
五
十

九
頁
。

（
２２
）
齋
藤
壽
胤
「
秋
田
万
歳
」、『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』、
第
五
十
三

号
、
五
巻
、
至
文
堂
、
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
、
四
十
一

―
四
十
五
頁
参
照
。

（
２３
）
本
田
安
次
『
日
本
の
伝
統
芸
能
』（
本
田
安
次
著
作
集
）、
第
十
四

巻
、
錦
正
社
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
、
八
十
一
頁
参
照
。

（
２４
）
那
珂
通
博
・
淀
川
盛
忠
『
秋
田
風
俗
問
状
答
』、
秋
田
県
公
文
書
館

所
蔵
、
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
。
本
稿
で
は
、
以
下
、
引
用

に
あ
た
っ
て
こ
の
秋
田
公
文
書
館
所
蔵
の
も
の
を
使
用
す
る
。
写

真
１
参
照
。

（
２５
）
平
辰
彦
「
菅
江
真
澄
と
秋
田
万
歳
の
系
譜
―
比
較
民
俗
芸
能
研
究

の
視
座
を
通
し
て
―
」、
秋
田
県
民
俗
学
会
、『
秋
田
民
俗
』、
第
三

十
一
号
、
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
、
三
十
九
―
四
十
七
頁
参

照
。

（
２６
）
秋
田
万
歳
の
引
用
の
詞
章
に
つ
い
て
は
、『
秋
田
県
史
』（
民
俗
・

工
芸
編
）、
秋
田
県
発
行
、
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
の
も
の

を
底
本
と
し
、
秋
田
市
教
育
委
員
会
編
の
『
秋
田
万
歳
』
等
も
参

照
し
た
。
ま
た
現
在
、
秋
田
万
歳
の
伝
承
者
で
あ
る
北
條
貞
次
郎

氏
よ
り
も
詞
章
に
つ
い
て
助
言
を
受
け
た
。

（
２７
）
高
柳
金
芳
『
江
戸
の
大
道
芸
』、
柏
書
房
、
昭
和
五
十
七
（
一
九
八

二
）
年
、
七
十
九
―
九
十
二
頁
参
照
。

（
２８
）
国
書
刊
行
会
編
輯
『
新
群
書
類
従
』（
復
刻
）、
第
六
、
第
一
書
房
、

昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）、
二
百
七
十
四
―
二
百
七
十
五
頁
参
照
。

（
２９
）
人
見
蕉
雨
「
秋
田
紀
麗
」、『
秋
田
叢
書
』、
第
五
巻
、
秋
田
叢
書
刊

行
会
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
、
四
頁
。

（
３０
）
那
珂
通
博
・
淀
川
盛
忠
『
秋
田
風
俗
問
状
答
』、
文
化
十
一
（
一
八

一
四
）
年
。
現
在
、『
秋
田
風
俗
問
状
答
』
の
原
本
は
不
明
だ
が
、

写
本
が
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
（
本
文
四
冊
・
付
図
一
冊
）
と

秋
田
県
公
文
書
館
（
本
文
二
冊
・
付
図
一
冊
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
な
お
内
閣
文
庫
本
を
底
本
に
既
刊
の
書
を
参
照
し
た
中
山
太

郎
編
著
『
校
註

諸
国
風
俗
問
状
答
』（
東
洋
堂
、
一
九
四
二
）
の

他
、
竹
内
利
美
・
原
田
伴
彦
・
平
山
敏
治
郎
編
『
日
本
庶
民
生
活

史
料
集
成
』（
三
一
書
房
、
一
九
六
九
）
の
第
九
巻
に
は
、『
諸
国

風
俗
問
状
答
』
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
付
図
と
も
に

「
出
羽
国
秋
田
領
風
俗
問
状
答
」
と
表
題
さ
れ
、「
秋
田
風
俗
問
状

答
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
３１
）
写
真
２
参
照
。

（
３２
）
小
玉
暁
村
「
郷
土
芸
術
研
究
」、『
秋
田
郷
土
叢
話
』、
秋
田
県
図
書

２８



館
協
会
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
、
五
百
五
十
八
―
五
百
六
十

五
頁
参
照
。

（
３３
）
藤
田
秀
司
「
秋
田
万
歳
」、『
出
羽
路
』、
第
十
五
号
、
秋
田
県
文
化

財
保
護
協
会
、
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
、
二
十
三
―
二
十

八
頁
参
照
。

（
３４
）
井
上
隆
明
「
秋
田
の
芸
能
」、『
秋
田
の
民
謡
・
芸
能
・
文
芸
―
地

方
文
化
の
源
流
―
』、
秋
田
魁
新
報
社
、
昭
和
四
十
五
（
一
九
七

〇
）
年
、
百
六
十
―
百
六
十
四
頁
参
照
。

（
３５
）
佐
藤
久
治
『
秋
田
万
歳
』、
秋
田
真
宗
研
究
会
、
昭
和
四
十
五
（
一

九
七
〇
）
年
、
十
一
―
三
十
二
頁
参
照
。

主
要
参
考
文
献

秋
田
県
編
『
秋
田
県
史
』（
民
俗
・
工
芸
編
）、
秋
田
県
、
一
九
六
二
年
。

秋
田
市
教
育
委
員
会
編
『
秋
田
万
歳
』、
秋
田
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
八

年
。

井
上
隆
明
『
秋
田
の
民
謡
・
芸
能
・
文
芸
―
地
方
文
化
の
源
流
―
』、
秋
田

魁
新
報
社
、
一
九
七
〇
年
。

井
本
農
一
・
堀
信
一
・
村
松
友
次
『
松
尾
芭
蕉
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
）、

小
学
館
、
一
九
七
二
年
。

内
田
武
志
・
宮
本
常
一
編
『
菅
江
真
澄
全
集
』、
第
一
巻
、
未
来
社
、
一
九

七
一
年
。

内
田
武
志
・
宮
本
常
一
編
『
菅
江
真
澄
全
集
』、
第
四
巻
、
未
来
社
、
一
九

七
三
年
。

内
田
武
志
・
宮
本
常
一
編
『
菅
江
真
澄
全
集
』、
第
十
巻
、
未
来
社
、
一
九

七
四
年
。

神
谷
素
光
「
三
河
万
歳
史
稿
」、『
安
城
歴
史
研
究
』、
第
二
十
四
号
、
安
城

市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
九
年
。

国
書
刊
行
会
編
輯
『
新
群
書
類
従
』（
復
刻
）、
第
六
、
第
一
書
房
、
一
九

七
六
年
。

小
玉
暁
村
「
郷
土
芸
術
研
究
」、『
秋
田
郷
土
叢
話
』、
秋
田
県
図
書
館
協
会
、

一
九
三
四
年
。

齋
藤
壽
胤
「
秋
田
万
歳
」、『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』、
第
五
十
三
号
、
五

巻
、
至
文
堂
、
一
九
八
八
年
。

阪
口
弘
之
編
『
奥
浄
瑠
璃
集
―
翻
刻
と
解
題
』、
和
泉
書
院
、
一
九
九
四
年
。

佐
藤
久
治
『
秋
田
万
歳
』、
秋
田
真
宗
研
究
会
、
一
九
七
〇
年
。

平

辰
彦
「
菅
江
真
澄
と
秋
田
万
歳
の
系
譜
―
比
較
民
俗
芸
能
研
究
の
視

座
を
通
し
て
―
」、
秋
田
県
民
俗
学
会
、「
秋
田
民
俗
」、
第
三
十
一
号
、
秋

田
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

平

辰
彦
「
祭
り
と
し
て
の
ナ
マ
ハ
ゲ
行
事
の
比
較
研
究
―
〈
来
訪
神
の

祭
り
〉
の
源
流
と
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
―
」、
秋
田
県
民
俗
学
会
、「
秋
田
民

俗
」、
第
三
十
号
、
秋
田
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

高
野
辰
之
編
『
日
本
歌
謡
集
成
』、
巻
五
、
東
京
堂
、
一
九
六
〇
年
。

高
柳
金
芳
『
江
戸
の
大
道
芸
』、
柏
書
房
、
一
九
八
二
年
。

竹
内
利
美
・
原
田
伴
彦
・
平
山
敏
治
郎
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』、

第
九
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
六
九
年
。

鶴
見
俊
輔
『
太
夫
才
蔵
伝

漫
才
を
つ
ら
ぬ
く
も
の
』、
平
凡
社
、
二
〇
〇

〇
年
。

秋田万歳と江戸万歳の比較考
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那
珂
通
博
・
淀
川
盛
忠
『
秋
田
風
俗
問
状
答
』（
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
）、

一
八
一
四
年
。

中
山
太
郎
編
著
『
校
註

諸
国
風
俗
問
状
答
』、
東
洋
堂
、
一
九
四
二
年
。

西
尾
市
資
料
館
『
西
尾
の
三
河
万
歳
』、
西
尾
市
資
料
館
、
二
〇
〇
一
年
。

林
屋
辰
三
郎
『
中
世
芸
能
史
の
研
究
―
古
代
か
ら
の
継
承
と
創
造
―
』、
岩

波
書
店
、
一
九
六
〇
年
。

人
見
蕉
雨
「
秋
田
紀
麗
」、『
秋
田
叢
書
』、
第
五
巻
、
秋
田
叢
書
刊
行
会
、

一
九
三
〇
年
。

藤
田
秀
司
「
秋
田
万
歳
」、『
出
羽
路
』、
第
十
五
号
、
秋
田
県
文
化
財
保
護

協
会
、
一
九
六
二
年
。

本
田
安
次
『
日
本
の
伝
統
芸
能
』（
本
田
安
次
著
作
集
）、
第
十
四
巻
、
錦

正
社
、
一
九
九
七
年
。

盛
田
嘉
徳
「
千
秋
万
歳
の
研
究
」、『
中
世
賎
民
と
雑
芸
能
の
研
究
』、
雄
山

閣
出
版
、
一
九
九
四
年
。

森
武
之
介
翻
刻
・
解
題
『
十
二
段
草
子
』（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）、
汲
古

書
院
、
一
九
七
七
年
。

山
路
興
造
『
翁
の
座
―
芸
能
民
た
ち
の
中
世
』、
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
。

山
路
興
造
「
祝
福
す
る
人
々
」、『
大
系
日
本
歴
史
と
芸
能
』、
第
十
二
巻
、

平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
。

付

記

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
秋
田
万
歳
の
伝
承
者
で
あ
る

北
條
貞
次
郎
氏
を
は
じ
め
と
す
る
秋
田
万
歳
関
係
者
並
び
に
秋

田
県
民
俗
学
会
の
鎌
田
幸
男
会
長
は
じ
め
会
員
諸
氏
に
は
、
貴

重
な
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
秋
田
県
立
図
書
館
、
秋
田

県
公
文
書
館
、
秋
田
市
民
俗
芸
能
伝
承
館
、
財
団
法
人
民
族
芸

術
研
究
所
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博

物
館
、
知
多
市
立
中
央
図
書
館
、
安
城
市
歴
史
博
物
館
、
西
尾

市
資
料
館
な
ど
に
は
、
多
く
の
資
料
の
提
供
を
受
け
、
大
変
、

お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
。
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写真１『秋田風俗問状答』（秋田県公文書館蔵）
「此月萬歳の類」

写真２『秋田風俗問状答』（秋田県公文書館蔵）
「萬歳」の図

秋田万歳と江戸万歳の比較考
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一
、
利
尻
島
に
お
け
る
鰊
定
置
漁
業
権
の
実
態

Ⅰ
�
漁
業
権
の
設
定

表
記
方
法
は
次
の
よ
う
に
し
た
。
免
許
番
号
（
利
鰊
定
第
○

号
）

免
許
年
月
日

漁
業
権
者
名
（
住
所
は
簡
便
に
記
し

た
）
登
録
年
月
日
（
旧
免
許
漁
業
原
簿
よ
り
移
す
│
転
記
）
の

順
。
ま
た
本
原
簿
に
は
、
漁
業
の
種
類
・
名
称
と
し
て
台
網
類

漁
業
鰊
角
網

漁
獲
物
の
種
類
と
し
て
鰊

漁
業
期
間
と
し
て

三
月
又
は
四
月
か
ら
六
月

存
続
期
間
と
し
て
二
十
箇
年
と
あ

る
。

・
５９

明
治
３５
・
７
・
１

加
藤
善
四
郎
（
北
浦

西
黒
沢
）

大
４
・
１０
・
２７

・
４５１

明
４３
・
４
・
１１

同
右

・
７３１

大
１２
・
６
・
１４

加
藤
善
四
郎

大
１２
・
６
・
１４

加

藤
善
太
郎
（
同
）

家
督
相
続
（
大
１２
・
１１
・
１４
）

・
７３３

大
１２
・
７
・
２

加
藤
善
四
郎

大
１２
・
７
・
２

加

藤
善
太
郎

家
督
相
続
（
大
１２
・
１１
・
１４
）

・
６８９

大
１２
・
６
・
１４

清
水
新
五
郎
（
浜
口

浜
田
）
大

１２
・
６
・
１０

・
７９１

昭
１８
・
１０
・
９

三
浦
定
一
（
戸
賀

漁
元
崎
）

昭

１８
・
１０
・
１１

・
４９５

大
１１
・
４
・
１

今
井
和
助
（
仙
法
志
）

大
１１
・

４
・
１

今
井
三
郎
（
三
森

浜
田
）

家
督
相
続

（
大
１２
・
７
・
２１
）

・
４９８

同
右

・
４９９

同
右

・
２７７

明
３５
・
７
・
１

檜
山
竹
七
（
北
浦

水
上
沢
）

大

４
・
１２
・
２２

・
２７８

同
右

・
６９５

大
１２
・
６
・
１４

檜
山
竹
七

大
１２
・
６
・
１４

・
６９３

同
右

・
２０１

明
３５
・
７
・
１

石
川
千
代
吉
（
北
浦

西
黒
沢
）

大
４
・
１０
・
２６

・
４７０

大
４
・
３
・
５

石
川
千
代
吉

大
４
・
３
・
５

海
上
出
稼
（
北
海
道
）
史
料

―
旧
免
許
漁
業
原
簿
か
ら
―

鎌

田

幸

男

海上出稼（北海道）史料
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・
３１６

明
３５
・
７
・
１

石
川
丹
一
（
北
浦

畠
）

大
４
・

１２
・
２２

・
３１７

同
右

・
２７１

明
３５
・
７
・
１

牧
野
定
吉
（
鬼
脇
）

明
４４
・
１１
・

２１

牧
野
政
信
（
浜
口

大
口
）

家
督
相
続
（
明

４４
・
６
・
２０
）

新
水
新
五
郎

売
買
契
約
（
明
４５
・

３
・
５
）

・
１７５

明
３５
・
７
・
１

船
木
定
吉
（
南
磯

増
川
）

大

４
・
１２
・
２２

・
２０２

明
３５
・
７
・
１

石
川
嘉
七
（
北
浦

西
黒
沢
）

大

５
・
７
・
１７

石
川
重
吉
（
同
）
他
三
名
（
共
同
漁
業

権
者
）

遺
産
相
続
（
大
７
・
３
・
１１
）

石
川
重
吉

持
分
贈
與
（
大
７
・
１１
・
１
）

共
同

石
川
重
吉
（
大
８
・
８
・
９
）

石
川
重
助
（
仙
法
志
）、

石
川
慶
助
（
北
浦

西
黒
沢
）、
石
川
フ
ヨ
（
北
浦

畠
）大

正
７
・
１１
・
１

石
川
重
助

石
川
慶
助

石
川

フ
ヨ
の
持
分
を
石
川
重
吉
に
移
転
し
共
有
関
係
止
み
た

る
に
付
抹
消
す
（
大
８
・
８
・
１４
）

・
２０３

同
右

・
９９

三
浦
定
治
（
戸
賀
村
）

大
４
・
９
・
１１

・
６８６

同
右

大
１２
・
６
・
１４

Ⅱ
�
貸
借
権
の
設
定

表
記
方
法
は
次
の
よ
う
に
し
た
。
免
許
番
号
（
利
鰊
定
第
○

号
）

貸
借
漁
業
者
名
（
住
所
は
簡
便
に
記
し
た
）
貸
借
期
間
、

一
漁
期
貸
付
金
の
順
と
し
た
。
尚
、
免
許
番
号
が
記
さ
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
は
、
台
帳
か
ら
の
書
写
が
不
明
確
な
た
め
で
あ
る
。

・
８８

加
藤
三
平
（
南
磯

双
六
）

明
４４
・
３
・
２５
〜
同
年
７
・
３０

金
１４０
円

・
８９

同
右

・
９１

同
右

但
し
金
４２
円

・
９０

三
浦

萬
蔵
（
戸
賀

塩
浜
）

明
４４
・
３
・
２５
〜
同
年
７
・
３０

金
１４０
円

・
９４

同
右

・
９５

同
右

・
３２３

同
右

但
し
金
４２
円

・
１０３

明
石
辰
蔵
（
平
賀

戸
賀
）

大
４
・
１
〜
同
８
・
１２

金
２００
円

・
１６２

石
川
嘉
七
（
北
浦

黒
沢
）

明
４５
・
３
〜
同
４６
・
６

金
１００
円

・
２４３

天
野
鉄
蔵
（
船
越
）

明
４５
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

金
４００
円

・
４２９

高
桑
茂
助
（
北
浦

相
川
）

大
４
・
７
・
２０
〜
同
７
・
６
・
２０

金
（
一
ヶ
年
）

１３００
円

・
４３１

石
川
政
治
（
北
浦

畠
）

３４



大
９
・
９
・
１０
〜
同
１０
・
６
・
２０

金
２２６０
円

・
４２

船
橋
文
太
郎
（
払
戸

福
川
）

大
５
・
４
・
１
〜
同
年
９
・
１６

鰊
搾
粕
４０
石

・

明
石
市
太
郎
（
戸
賀

戸
賀
）

明
４５
・
２
・
２８
〜
同
４７
・
７
・
３０

金
４５０
円

同
右大

４
・
２
・
２８
〜
同
６
・
７
・
３０

金
４５０
円

同
右大

７
・
２
・
２８
〜
同
９
・
７
・
３０

金
４５０
円

存
続
期
間
満
了

（
大
１５
・
５
・
２８
）

・

三
浦
忠
七
（
戸
賀
）

明
４４
・
６
・
１８
〜
同
４９
・
６
・
３０

鰊
搾
粕
４５
石

存
続
期
間
満
了

（
大
５
・
７
・
５
）

・

石
垣
儀
助
（
北
浦

西
黒
沢
）
他
四
名

賃
借
権
登
録
（
明
４０
・
４
・
１９
）

同
右

・
２７１

石
川
丹
一
（
北
浦

畠
）

賃
借
権
登
録
（
明
４０
・
４
・
１９
）

明
４５
・
１
・
１
〜
同
４７
・
１２
・
３１

金
３００
円

・

同
右大

４
・
１
・
１
〜
同
６
・
１２
・
３１

金
４５０
円

存
続
期
間
満
了
（
大
６
・
１２
・
３１
）

・
２７１

石
川
嘉
七
（
北
浦

黒
沢
）

明
４５
・
３
〜
同
４６
・
６

金
１００
円

二
、
礼
文
島
に
お
け
る
鰊
定
置
漁
業
権
の
実
態

Ⅰ
�
漁
業
権
の
設
定

表
記
方
法
は
利
尻
島
と
同
様
で
あ
る
。

・
２８８

明
３５
・
７
・
１

菅
原
友
吉
（
南
磯

双
六
）

随
意
契
約
に
よ
る
売
買
契
約
（
大
４
・
２
・
１２
）

菅
原
金
治
（
同
）

家
督
相
続
（
大
８
・
１０
・
７
）

・
４１９

明
４２
・
２
・
９

佐
々
木
市
之
助
（
本
荘

大
町
）
売

買
契
約
（
大
３
・
９
・
７
）

佐
々
木
水
産
商
会
（
本

荘

石
脇
）

譲
渡
契
約
（
大
５
・
３
・
１
）

今
野
亀
蔵
（
香
深
村

道
川
・
勝
手
）

売
買
契
約

（
昭
３
・
１２
・
１
）

・
４２１

明
３５
・
２
・
９

佐
々
木
市
之
助
（
同
）

・

同
右

・
４２９

明
４２
・
２
・
９

大
友
長
次
兵
衛
（
戸
賀

加
茂
青

砂
）

大
７
・
７
・
９

大
友
誠
一
（
同
）

譲
渡
契

約
（
大
７
・
６
・
２９
）

・
５６７

大
１２
・
７
・
１７
菅
原
金
治
（
南
磯

双
六
）

大
１２
・
７
・
１７

Ⅱ
�
貸
借
権
の
設
定

表
記
方
法
は
利
尻
島
と
同
様
で
あ
る
。

・
２０

今
野
熊
蔵
（
道
川

勝
手
）

明
４５
・
７
・
１
〜
同
４
・
６
・
３０

金
６８０
円

海上出稼（北海道）史料
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・
２０２

同

右

・
２１０

同

右

・
２４

佐
々
木
佐
吉
（
道
川

勝
手
）

大
４
・
８
・
２１
〜
同
５
・
６
・
３０

鰊
絞
粕
２５
石

今
野
佐
市
（
道
川

勝
手
）

大
５
・
７
・
１
〜
同
８
・
６
・
３０

金
２００
円

・
４２５

今
野
佐
市
（
同
）

大
２
・
８
・
１
〜
同
５
・
６
・
３０

鰊
絞
粕
浜
並
精

品

４０
石

同
右大

５
・
７
・
１
〜
同
１０
・
６
・
３０

金
２００
円

・
４２６

同

右

・
４２７

同

右

・
２６１

佐
々
木
竹
蔵
（
道
川

勝
手
）

大
２
・
３
・
２５
〜
同
２
・
６
・
３０

金
３００
円

・
２６２

同

右

貸
借
期
間
満
了
（
大
２
・
６
・
３０
）

・
２６９

同
右明

４５
・
３
・
１０
〜
同
年
６
・
３０

金
３００
円

籾
山
政
治
（
北
浦

真
山
）

大
２
・
２
・
１４
〜
同
年
６
・
３０

金
３００
円

同
右大

３
・
１
・
１５
〜
同
年
６
・
３０

金
２００
円

・
１２６

佐
々
木
佐
吉
（
道
川

勝
手
）

大
２
・
３
・
２７
〜
同
年
６
・
３０

金
５０
円

同
右大

４
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

鰊
搾
粕
２５
石

今
野
佐
市
（
同
）

大
５
・
７
・
１
〜
同
８
・
６
・
３０

金
２００
円

・
２３４

佐
々
木
佐
吉
（
同
）

大
４
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

鰊
搾
粕
２５
石

同
右大

４
・
８
・
２１
〜
同
５
・
６
・
３０

鰊
搾
粕
２５
石

・
２４３

同
右大

４
・
８
・
２１
〜
同
５
・
６
・
３０

鰊
搾
粕
２５
石

・
４１７

今
野
亀
蔵
（
道
川

勝
手
）

大
４
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

金
１００
円

同
右大

５
・
４
・
１
〜
同
６
・
６
・
３０

金
１００
円

・
３７

安
宅
甚
吉
（
下
浜

長
浜
）

大
３
・
４
・
１
〜
同
３
・
６
・
３０

金
３００

・
３８

同
右

・
２６

石
黒
幸
之
助
（
河
辺

浜
田
）

明
４４
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

金
５０
円

同
右明

４５
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

金
５０
円

貸
借
期
間
満
了
（
明
４５
・
６
・
３０
）

同
右

３６



大
２
・
３
・
２０
〜
同
２
・
６
・
３０

金
５０
円

・
１６７

同
右大

３
・
３
・
２６
〜
同
年
６
・
３０

鰊
絞
粕
８
石

大
３
・
１０
・
１
〜
同
６
・
９
・
３０

鰊
絞
粕
８
石

・
１６８

同
右

同
右

鰊
絞
粕
７
石

・
３１４

佐
藤
慶
治
（
南
秋
田

払
戸
）

大
３
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

金
５０
円

・
４０８

堀
田
子
之
助
（
浜
口

大
口
）

明
４４
・
３
・
２５
〜
同
年
７
・
３０

金
１４０
円

・
９９

菅
原
久
吉
（
南
磯

双
六
）

明
４４
・
３
・
２５
〜
同
年
７
・
３０

金
１４０
円

・
１０４

同
右

・
１１１

同
右

・
１１２

同
右

・
３３９

同
右

・
５０８

同
右

・
９７

菅
原
清
直
（
南
磯

双
六
）

明
４４
・
３
・
２５
〜
同
年
７
・
３０

金
１４０
円

・
４３４

大
友
長
治
兵
衛
（
戸
賀

加
茂
青
砂
）

明
４４
・
３
・
２５
〜
同
年
７
・
３０

金
２１０
円

・
４３５

同
右

・
４３７

同
右

・
５２８

今
野
永
助
（
道
川

勝
手
）

大
２
・
４
・
１
〜
同
４
・
８
・
３０

金
５０
円

三
、
天
売
島
・
焼
尻
島
に
お
け
る
鰊
定
置
漁
業
権
の
実
態

天
売
島

Ⅰ
�
漁
業
権
の
設
定

・
２６

明
３５
・
７
・
１

大
友
三
次
郎
（
戸
賀

加
茂
青
砂
）

明
４４
・
５
・
２７
（
錯
誤
に
よ
り
三
治
郎
に
更
正

明

３６
・
６
・
６
）

大
友
三
治
郎
（
北
浦

北
浦
表
町
へ
転
住

明
４３
・

２
・
８
）

・
２３０

明
３５
・
７
・
１

三
浦
幸
吉
（
北
浦

北
浦
表
町
）

大
２
・
５
・
７

三
浦
幸
次
郎
（
同
）
家
督
相
続
（
明
４５
・
７
・
２２
）

・
６０

同
右

・
４５

同
右

・
５２

同
右

・
４６

明
３５
・
７
・
１

佐
藤
平
吉
（
戸
賀

加
茂
青
砂
）

共
同
漁
業
権
者

大
１０
・
５
・
２６

同
右

大
１５
・
７
・
５

・
４７

明
３５
・
７
・
１

佐
藤
平
吉

大
２
・
７
・
７

・
４８

明
３５
・
７
・
１

鎌
田
小
市
（
戸
賀

加
茂
青
砂
）

大
２
・
５
・
７

鎌
田
熊
吉
（
戸
賀

鴨
）
贈
與
契
約

（
大
２
・
５
・
３
）

鎌
田
堅
蔵
（
同
）

譲
渡
契
約

海上出稼（北海道）史料
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（
大
１０
・
１２
・
２０
）

・
５７

同
右

・
５１

明
３５
・
７
・
１

佐
藤
平
吉

大
１０
・
５
・
２６

・
５５

明
３５
・
７
・
１

大
友
長
次
兵
衛
（
戸
賀

加
茂
青

砂
）

大
正
２
・
７
・
２

大
友
誠
一
（
同
）

家
督

相
続
（
昭
６
・
３
・
１４
）

・
５６

明
３５
・
７
・
１

佐
藤
平
吉

大
１０
・
５
・
２６

・
６４

明
３５
・
７
・
１

石
川
和
七
（
戸
賀

加
茂
青
砂
）

大
２
・
７
・
１

石
川
和
七

譲
渡
契
約
（
大
３
・

６
・
３０
）（
住
所
変
更

天
売
村

大
４
・
３
・
２７
）

・
７２

明
３５
・
７
・
１

水
野
長
松
（
焼
尻
村

戸
賀
）

大
２
・
７
・
１４

水
野
長
左
エ
門
（
戸
賀

浜
塩
谷
）

│
（
転
住
、
改
名

大
２
・
３
・
１９
）
変
更
（
大
７
・

１０
・
１２
）

水
野
長
左
エ
門

売
買
契
約
（
大
１５
・

７
・
２５
）

・
７３

明
３５
・
７
・
１

武
田
甚
之
助
（
焼
尻
村

戸
賀

水

野
長
松
外
一
名

共
同
漁
業
権
）

明
４４
・
９
・
２５

武
田
貞
治
（
戸
賀

浜
塩
谷
）

家
督
相
続
（
明
４４
・

４
・
２
）

武
田
三
六
（
同
）

贈
與
契
約
（
明
４４
・

６
・
１
）

水
野
長
左
エ
門

売
買
契
約
（
大
８
・

６
・
２０
）

水
野
長
左
エ
門

売
買
契
約
（
大
１５
・

７
・
２５
）

・
７６

明
３５
・
７
・
１

中
津
川
諄
二
（
天
売
村
）
大
３
・

６
・
３０

石
川
和
七
（
同
）

譲
渡
契
約
（
大
３
・

６
・
３０
）
│
転
籍
（
天
売
村
へ

大
４
・
３
・
２７
）

・
８１

明
３５
・
７
・
１

石
川
和
七
大
１
・
８
・
５

中
津
川

諄
二

無
償
譲
渡
契
約
（
明
４１
・
７
・
１
）

石
川
和

七

譲
渡
契
約
（
大
３
・
６
・
３０
）

・
８２

明
３５
・
７
・
１

佐
藤
平
吉
大
２
・
７
・
７

・
１５３

明
３５
・
７
・
１

大
友
三
次
郎

明
４４
・
５
・
２７
大
友

三
治
郎
に
更
生
（
・
２６
に
同
じ
）

大
友
長
（
北
浦

表
町
）

家
督
相
続
（
大
１１
・
１
・
２０
）

大
友
タ
マ

（
北
浦

表
町
）
家
督
相
続
（
大
１２
・
４
・
２３
）

・
１５４

同
右

・
１７４

同
右

・
３７７

石
川
亀
之
助
（
戸
賀

加
茂
青
砂
）

旧
免
漁
業
共
同
人
名
簿
（
大
３
・
７
・
１
）

石
川
銀

蔵
（
天
売
村
）

持
分
譲
渡
契
約
（
大
３
・
７
・
１
）

石
川
亀
之
助
の
有
す
る
漁
業
権
持
分
の
取
得
登
録
（
大

３
・
７
・
１
）

・
４６９

大
１０
・
１２
・
２０

佐
藤
平
吉

持
分
１０
分
の
６

共
同

漁
業
権
者
名
簿
（
大
１０
・
１２
・
２０
）

大
友
三
治
郎

持
分
１０
分
の
４
（
大
１０
・
１２
・
２０
）

大
友
長

家
督
相
続
（
大
１１
・
１
・
２０
）

大
友
タ
マ

家
督
相
続
（
大
１２
・
４
・
２３
）

Ⅱ
�
貸
借
権
の
設
定

・
２６

小
仲
萬
平
（
天
売
村
）
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明
４４
・
５
・
７
〜
同
年
４６
・
６
・
３０

金
２００
円

戸
田
辰
蔵
（
天
売
村

天
王
）

明
４５
・
４
・
２８
〜
同
年
４６
・
６
・
３０

金
２００
円

・
１５３

同
右

・
１５４

同
右

・
１７４

同
右

・
２７

水
野
由
松
（
天
売
村
）
他
二
名

明
４４
・
４
・
１０
〜
同
年
５
・
３０

金
１１
円
１０
銭

池
田
祐
吉
（
天
売
村
）

大
２
・
４
・
１７
〜
同
２
・
５
・
３１

金
１１
円
１０
銭

武
田
甚
之
助
（
天
売
村

戸
賀
）

大
２
・
６
・
１２
〜
同
３
・
５
・
３１

金
３６
円

・
２８

冨
田
由
松
（
天
売
村
）

大
４
・
６
・
１９
〜
同
５
・
５
・
３１

金
７１
円
５０
銭

・
３９

鎌
田
小
市
（
天
売
村

戸
賀
）

大
２
・
４
・
１７
〜
同
２
・
５
・
３１

金
１１
円
１０
銭

武
田
甚
之
助
（
天
売
村

戸
賀
）

大
３
・
６
・
８
〜
同
４
・
５
・
３１

金
６５
円
５０
銭

・
６０

三
浦
與
吉
（
天
売
村

戸
賀
）

大
３
・
４
・
５
〜
同
４
・
６
・
３０

鰊
〆
粕
３０
石

・
４５

三
浦
與
吉

大
３
・
４
・
５
〜
同
４
・
６
・
３０

鰊
〆
粕
２５
石

大
５
・
３
・
２８
〜
同
７
・
６
・
３０

金
４００
円

・
５２

同
右

・
５０

石
川
銀
蔵
（
天
売
村

戸
賀
）

大
２
・
４
・
１
〜
同
４
・
６
・
３０

金
２００
円

・
５３

石
川
亀
之
助
（
天
売
村

戸
賀
）

大
２
・
４
・
１
〜
同
６
・
６
・
３０

金
１００
円

・
７０

同
右

金
３００
円

・
３７７

石
川
銀
蔵

大
３
・
７
・
１
〜
同
６
・
６
・
３０

金
５０
円

焼
尻
島

Ⅰ
�
漁
業
権
の
設
定

・
１３

明
３５
・
８
・
２４

飯
澤
定
吉
（
戸
賀
）

大
１
・
１１
・

１４

家
督
相
続
（
大
３
・
６
・
２４
）

・
９２

同
右

・
９６

同
右

・
９７

明
３５
・
７
・
１

佐
藤
新
九
郎
（
下
浜

羽
川
）

大
５
・
８
・
２４

佐
藤
駒
吉
（
同
）

家
督
相
続
（
大

５
・
３
・
１４

佐
藤
新
九
郎
と
改
名
（
大
６
・
２
・
２６

・
１０７

同
右

・
１０６

明
３５
・
７
・
１

三
浦
由
蔵
（
道
川

内
道
川
）

大
８
・
９
・
９

三
浦
與
市
郎
（
同
）

家
督
相
続

（
大
３
・
７
・
１０
）

・
４０３

同
右

・
１５１

明
３５
・
７
・
１

佐
藤
新
九
郎
（
焼
尻
村
）

大
５
・

８
・
２

佐
藤
駒
吉
（
焼
尻
村
）

家
督
相
続
（
大

海上出稼（北海道）史料
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５
・
３
・
１４
）

転
住
（
下
浜
村
古
堂
）

大
５
・

９
・
１

佐
藤
新
九
郎

改
名
（
大
６
・
２
・
２６
）

・
４１３

同
右

・
１１４

明
３５
・
７
・
１

大
友
専
松
（
下
浜

羽
川
）

大
１０
・
５
・
２３

大
友
専
次
郎
（
焼
尻
村
）

無
償
贈

與
（
大
１２
・
７
・
５
）

・
１２０

同
右

・
１１９

明
３６
・
７
・
７

斉
藤
鶴
松
（
浜
田

中
村
）

大
正
６
・
８
・
２５

斉
藤
治
松
（
浜
田
）

家
督
相
続

（
大
６
・
５
・
３０
）

・
１４３

明
３５
・
７
・
１

武
田
甚
之
助
（
戸
賀

浜
塩
谷
）

明
４４
・
５
・
３０
（
明
４４
・
５
・
２９
死
亡
）

武
田
貞
治

（
同
）

家
督
相
続
（
明
４４
・
４
・
１１
）

・
１５９

明
３５
・
７
・
１

武
田
捨
吉
（
焼
尻
村
）

売
買
契
約

（
昭
１１
・
７
・
１
）

武
田
廣
男
（
焼
尻
村
）

家
督

相
続
（
昭
和
１６
・
６
・
１５
）

・
１６０

明
３６
・
３
・
３０

水
野
長
松
（
焼
尻
村

戸
賀
）

大
５
・
８
・
１

水
野
長
左
エ
門
（
戸
賀

浜
塩
谷
）

転
住
及
び
改
名
（
大
２
・
３
・
１９
）

・
１６１

明
３５
・
７
・
１

武
田
甚
之
助

明
４４
・
５
・
３０
（
明

４４
・
５
・
２９
死
亡
）

武
田
貞
治

家
督
相
続
（
明

４４
・
４
・
１１
）

武
田
甚
之
助

大
正
１
・
１２
・
３

（
改
名
）

武
田
良
作
（
焼
尻
村
）

贈
與
契
約
（
昭

２３
・
１１
・
１０
）

・
１６２

明
３６
・
３
・
３０

武
田
甚
之
助

譲
渡
契
約
（
大
３
・

９
・
２８
）

・
１７２

明
３５
・
７
・
１

武
田
貞
治

明
４４
・
７
・
４

武
田
甚
之
助
（
改
名

大
１
・
１２
・
３
）

武
田
良
作

贈
與
契
約
（
昭
２３
・
１１
・
１０
）

・
１８５

明
３５
・
７
・
１

佐
々
木
新
七
（
道
川

勝
手
）

明

４５
・
６
・
７

・
３４５

明
３５
・
７
・
１

斉
藤
甚
四
郎
（
河
辺

浜
中
村
）

・
３４９

明
３５
・
７
・
１

三
浦
由
蔵

大
８
・
９
・
９

三
浦

與
市
郎

家
督
相
続
（
大
３
・
７
・
１０
）

・
３５５

明
３６
・
４
・
１２

水
野
長
松
（
戸
賀

浜
塩
谷
）

明

４４
・
５
・
２５

改
名

水
野
長
左
エ
門
（
同
）

大

２
・
３
・
１９

・
３５６

同
右

・
３６０

明
３６
・
３
・
３０

水
野
長
松
（
焼
尻
村
）

大
５
・

８
・
２

水
野
長
左
エ
門
（
改
名

戸
賀

浜
塩
谷
）

大
７
・
１０
・
２

・
３６２

明
３６
・
３
・
３０

武
田
甚
之
助

大
１
・
８
・
５

譲

渡
契
約
（
大
３
・
９
・
１８
）

・
３６５

明
３７
・
３
・
３０

江
畠
與
右
衛
門
（
戸
賀

戸
賀
）

明
４４
・
７
・
４

・
４０７

明
３７
・
１２
・
１

江
畑
與
右
エ
門

明
４４
・
７
・
１４

・
４３６

明
３７
・
１２
・
２２

江
畑
與
右
エ
門

明
４４
・
７
・
４

澤
木
祐
吉
（
船
川
）

譲
渡
契
約
（
大
１１
・
１
・
３０
）
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江
畑
由
松
（
焼
尻
村
）

譲
渡
契
約
（
大
１２
・
８
・

２０
）

・
３９０

明
３６
・
５
・
２３

水
野
長
松
（
戸
賀

浜
塩
谷
）

大

７
・
１０
・
３

水
野
長
左
エ
門
（
同
）

改
名

大

２
・
３
・
１９

・
４００

明
３７
・
１１
・
２９

三
浦
與
吉
（
戸
賀

塩
浜
）

大

８
・
１
・
３１

三
浦
里
治
（
戸
賀

塩
浜
）

家
督
相

続
（
大
８
・
１
・
３１
）

・
４１０

明
３７
・
１２
・
２

三
浦
與
吉

大
８
・
１
・
３１

三
浦

里
治

家
督
相
続
（
大
７
・
１２
・
１１
）

・
４０１

明
３７
・
１１
・
２９

石
川
嘉
七
（
戸
賀

加
茂
青
砂
）

明
４５
・
４
・
２４

石
川
銀
治
（
同
）

家
督
相
続
（
大

７
・
２
・
１０
）

仁
平
惣
三
郎
（
焼
尻
村
）

売
買
契

約
（
昭
７
・
１
・
２０
）

石
川
銀
治
（
同
）

売
買
契

約
（
昭
１１
・
６
・
１５
）

・
４０６

明
３７
・
１２
・
１

三
浦
幸
吉
（
北
浦

北
浦
町
）

大

２
・
５
・
７

三
浦
幸
次
郎
（
同
）

家
督
相
続
（
明

４５
・
７
・
２２
）

三
浦
慶
太
郎
（
北
浦
町
）

譲
渡
契

約
（
大
３
・
４
・
２８
）

三
浦
タ
エ
（
北
浦

北
浦
）

家
督
相
続
（
大
４
・
９
・
２８
）

三
浦
冨
治
（
北
浦

表
町
）

家
督
相
続
（
大
１３
・
６
・
４
）

・
４０８

明
３７
・
１２
・
１

大
友
専
蔵
（
下
浜

羽
川
）

大

６
・
７
・
９

大
友
専
松
（
同
）

家
督
相
続
（
明

３８
・
３
・
１８
）

大
友
専
太
郎
（
焼
尻
村
）

贈
與
契

約
（
昭
２１
・
２
・
１
）

・
４１１

明
３７
・
１２
・
２２

武
田
甚
之
助

明
４４
・
５
・
３０

武

田
貞
治

家
督
相
続
（
明
４４
・
４
・
１１
）

武
田
嘉
助

贈
與
契
約
（
大
２
・
７
・
５
）

武
田
幸
吉

家
督

相
続
（
大
８
・
９
・
２４
）

・
４１２

同
右

続
い
て
仁
平
惣
一
郎
（
焼
尻
村
）

売
買
契
約
（
昭

６
・
１１
・
１８
）

武
田
幸
吉
（
同
）

売
買
契
約
（
昭

１１
・
６
・
１５
）

仁
平
俊
一
（
焼
尻
村
）

売
買
契
約

（
昭
１２
・
１２
・
２０
）

武
田
幸
吉
（
焼
尻
村
）

売
買

契
約
（
昭
１６
・
１２
・
２０
）

・
４２１

明
３７
・
１２
・
２２

飯
澤
定
吉
（
戸
賀
）

明
４５
・
６
・

２５

飯
澤
定
吉

家
督
相
続
（
大
３
・
６
・
２４
）

鎌

田
綱
吉
（
焼
尻
村
）

売
買
契
約
（
昭
２３
・
３
・
１２
）

・
４２５

明
３７
・
１２
・
２２

佐
々
木
利
助
（
道
川

勝
手
）

大

５
・
３
・
１８

佐
々
木
新
七
（
同
）

家
督
相
続
（
大

８
・
２
・
８
）

・
４２６

同
右

・
４３０

明
３７
・
１２
・
２１

斉
藤
鶴
松
（
浜
田

中
村
）

大

６
・
８
・
２５

斉
藤
治
松
（
浜
田
）

家
督
相
続
（
大

６
・
５
・
２０
）

斉
藤
甚
之
進
（
焼
尻
村
）

無
償
贈

與
（
大
１２
・
３
・
２８
）

斉
藤
治
松

無
償
贈
與
（
大

１２
・
８
・
７
）

斉
藤
鉄
治
（
浜
田

中
村
）

売
買
契
約
（
昭
２
・
１２
・
８
）

海上出稼（北海道）史料

４１



・
４３１

同
右

・
４３３

明
３７
・
１２
・
２２

水
野
長
松
（
戸
賀
）

大
７
・
１０
・

１２

水
野
長
左
エ
門
（
戸
賀

浜
塩
谷
）

大
７
・

１０
・
１２
（
変
更
）

・
４４６

明
４２
・
３
・
３１

三
浦
幸
吉

大
２
・
５
・
７

三
浦

幸
次
郎

家
督
相
続
（
明
４５
・
７
・
２２
）

三
浦
慶
太

郎

譲
渡
契
約
（
大
３
・
４
・
２８
）

三
浦
タ
エ

家

督
相
続
（
大
４
・
４
・
１２
）

三
浦
金
蔵
（
北
浦

畠
）

譲
渡
契
約
（
大
５
・
４
・
３０
）

三
浦
ス
ミ
（
北

浦

表
町
）

譲
渡
契
約
（
大
７
・
７
・
１
）

三
浦

金
蔵

無
償
譲
渡
契
約
（
大
８
・
８
・
２７
）

三
浦
保

次
郎
（
北
浦

畠
）

家
督
相
続
（
大
８
・
９
・
１９
）

三
浦
里
治
（
戸
賀

塩
浜
）

売
買
契
約
（
大
９
・

１０
・
１０
）

・
３５０

石
川
金
太
郎
（
戸
賀

加
茂
青
砂
）

昭
２３
・
３
・
３１

・
４０１

持
分
二
分
の
一

石
川
銀
治

昭
１７
・
１０
・
２２

・
４２３

佐
藤
豊
蔵
（
戸
賀

加
茂
青
砂
）

旧
免
漁
業
共
同
人

名
簿

大
９
・
６
・
１

・
４６４

大
９
・
１
・
７

斉
藤
治
松

大
９
・
１
・
７

斉
藤
鉄
治

売
買
契
約
（
昭
２
・
１２
・
８
）

・
４６５

大
９
・
１
・
７

飯
澤
定
吉

大
９
・
１
・
７

・
４７７

大
１１
・
５
・
３

飯
澤
定
吉

大
１１
・
５
・
３

・
４８５

大
１２
・
５
・
２５

水
野
長
左
エ
門

大
１２
・
５
・
２５

・
４８６

同
右

・
５１５

昭
２３
・
１
・
３０

武
田
幸
吉
（
焼
尻
村
）

昭
和
２３
・

２
・
２

Ⅱ
�
賃
借
権
の
設
定

・
１３

江
畑
與
右
エ
門
（
戸
賀

戸
賀
）

大
４
・
７
・
１
〜
同
９
・
６
・
３０

其
年
収
穫
の
鰊

搾
粕
５０
右

・
９２

同
右

・
９６

同
右

・
９９

佐
々
木
新
七
（
焼
尻
村

道
川

勝
手
）

明
治
４３
・
７
・
１
〜
同
４８
・
６
・
３０

鰊
〆
粕
１５
石

大
４
・
７
・
１
〜
同
７
・
６
・
３０

鰊
〆
粕
４０
石

・
１０６

三
浦
與
市
郎
（
道
川

内
道
川
）

金
子
借
用
証
書
（
大
１２
・
３
・
３０
）

債
権
金
額
４０００
円

利
息
月
１
分

抵
当
権
設
定
（
弁
済
期

大
１２
・
６
・

３０
）

・
４０３

同
右

・
１１０

古
仲
保
蔵
（
北
浦
）

明
４４
・
６
・
１８
〜
同
４６
・
６
・
３０

鰊
搾
粕
６０
石

大
３
・
４
・
１
〜
同
５
・
６
・
３０

鰊
搾
粕
６０
石

・
１５９

鎌
田
貞
治
（
北
浦

畠
）

大
１
・
９
・
３０
〜
同
２
・
６
・
１５

鰊
絞
粕
２０
石

大
２
・
７
・
１
〜
同
６
・
６
・
３０

金
３７
円
５０
銭

・
１６２
�
飯
澤
定
吉
（
焼
尻
村

戸
賀
）

４２



明
４４
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

鰊
〆
粕
３０
石

・
１６７

三
浦
忠
七
（
戸
賀
）

明
４５
・
３
・
１５
〜
同
年
６
・
３０

鰊
絞
粕
２５
石

近
藤
六
治
（
戸
賀
）

大
３
・
３
・
１５
〜
同
５
・
６
・
３０

鰊
〆
粕
上
等
品

３２
石
５
斗

・
３３５

三
浦
忠
七

明
４４
・
６
・
１８
〜
同
４９
・
６
・
３０

鰊
搾
粕
４５
石

・
３５０

富
田
佐
平
（
焼
尻
村

戸
賀
）

明
４５
・
３
・
２６
〜
同
４８
・
６
・
３０

金
６００
円

大
４
・
７
・
１
〜
同
９
・
６
・
３０

金
９００
円

・
３５４

水
野
長
右
エ
門
（
戸
賀

浜
塩
谷
）
※
長
左
エ
門
か

大
８
・
８
・
１
〜
同
１３
・
７
・
３１

上
等
鰊
搾
粕
６０
石

・
３５５

斉
藤
鶴
松
（
浜
田

中
村
）

明
４４
・
４
・
１
〜
同
４７
・
３
・
３１

金
３６８
円

・
３５６

白
幡
駒
吉
（
戸
賀

塩
浜
）

明
４４
・
４
・
１
〜
同
４６
・
６
・
３０

金
３６８
円

・
３６５

澤
木
祐
吉
（
船
川
）

債
権
金
額
２３００
円

利
息
１０
円
に
付
き
一
ヶ
月
１５
銭

抵
当
権
設
定

大
２
・
９
・
１６
（
弁
済
期

大
５
・

６
・
３０
）

・
４０７

同
右

・
４０１

石
川
與
重
郎
（
戸
賀

加
茂
青
砂
）

明
４５
・
２
・
２０
〜
同
４７
・
７
・
３０

金
９７５
円

大
４
・
２
・
２１
〜
同
６
・
７
・
３０

金
９８０
円

・
４０４

白
幡
駒
吉

明
４５
・
２
・
２８
〜
同
４７
・
７
・
３０

金
７５０
円

大
４
・
４
・
１
〜
同
６
・
７
・
３０

金
７５０
円

大
７
・
４
・
１
〜
同
９
・
７
・
３０

金
７５０
円

・
４０６

三
浦
金
蔵
（
焼
尻
村

北
浦
）

大
２
・
７
・
１
〜
同
６
・
６
・
３０

鰊
〆
粕
５０
石

大
３
・
４
・
２８
〜
同
７
・
６
・
３０

鰊
〆
粕
１５
石

・
４０９

斉
藤
治
松

債
権
額
６５０
円

利
息
１０
円
に
付
き
一
ヶ
月
金
１７
銭

抵
当
権
設
定

大
１
・
１２
・
２３

（
弁
済
期

大
２
・

６
・
２０
）

・
４１０

古
仲
保
蔵

明
４２
・
１
・
１０
〜
同
４２
・
６
・
３０

漁
業
権
貸
付

・
４１４

水
野
長
松
（
戸
賀

浜
塩
谷
）

明
４５
・
２
・
２８
〜
同
４７
・
７
・
３０

金
６００
円

水
野
長
左
エ
門

大
７
・
２
・
２８
〜
同
９
・
７
・
３０

金
６００
円

・
４１５

佐
々
木
新
七

明
４３
・
７
・
１
〜
同
４８
・
６
・
３０

鰊
絞
粕
６０
石

・
４１６

斉
藤
鶴
松

明
４４
・
６
・
３０
〜
同
４９
・
６
・
３０

鰊
搾
粕
５０
石

大
５
・
７
・
１
〜
同
７
・
６
・
３０

鰊
〆
粕
精
品
５５
石

斉
藤
甚
之
進
（
焼
尻
村
）

海上出稼（北海道）史料

４３



大
８
・
３
・
１５
〜
同
１０
・
６
・
３０

鰊
搾
粕
精
品
４５
石

・
４１７

冨
田
佐
平
（
戸
賀

浜
塩
谷
）

明
４４
・
６
・
３０
〜
同
４９
・
６
・
３０

鰊
搾
粕
５０
石

大
５
・
７
・
１
〜
同
１０
・
６
・
３０

鰊
〆
粕
精
品
５０
石

近
藤
六
治

大
８
・
３
・
１５
〜
同
１０
・
６
・
３０

鰊
搾
粕
製
品
３５
石

・
４１８

工
藤
和
助
（
道
川

勝
手
）

大
４
・
２
・
２８
〜
同
６
・
７
・
３０

金
５５０
円

三
浦
篤
次
郎
（
道
川
）

大
７
・
２
・
２７
〜
同
９
・
７
・
３０

金
５５０
円

・
４２０

遠
藤
松
之
助
（
下
浜

羽
川
）

明
４４
・
６
・
１８
〜
同
４６
・
６
・
３０

鰊
〆
粕
４０
石

大
３
・
３
・
３１
〜
同
５
・
６
・
３０

金
６００
円

・
４２１

江
畑
與
右
エ
門

大
４
・
７
・
１
〜
同
９
・
６
・
３０

鰊
焚
粕
５０
石

・
４２３

冨
田
佐
平

大
８
・
２
・
１５
〜
同
１０
・
６
・
３０

鰊
搾
粕
製
品
２０
石

・
４２４

小
林
久
治
（
北
浦

相
川
）

大
６
・
４
・
１
〜
同
１０
・
６
・
３０

鰊
〆
粕
精
品
４０
石

冨
田
佐
平

大
８
・
３
・
１５
〜
同
年
６
・
３０

鰊
搾
精
品
１０
石

・
４２７

明
石
市
太
郎
（
戸
賀

戸
賀
）

明
４５
・
２
・
２８
〜
同
４７
・
７
・
３０

金
４５０
円

大
４
・
２
・
２８
〜
同
６
・
７
・
３０

金
４５０
円

大
７
・
２
・
２８
〜
同
９
・
７
・
３０

金
４５０
円

・
４２８

近
藤
六
治

明
４５
・
５
・
２８
〜
同
年
７
・
３０

金
４５０
円

・
４２９

石
川
與
重
郎

明
４５
・
２
・
２８
〜
同
４７
・
７
・
３０

金
５５０
円

大
４
・
２
・
２８
〜
同
６
・
７
・
３０

金
５５０
円

大
７
・
２
・
２８
〜
同
９
・
７
・
３０

金
５５０
円

・
４３５

武
田
貞
治
（
戸
賀

浜
塩
谷
）

明
４４
・
７
・
１
〜
同
４５
・
６
・
３０

金
９８０
円

江
畑
與
右
エ
門

大
２
・
３
・
１
〜
同
４
・
６
・
３０

金
１００
円

・
４３６

澤
木
祐
吉
（
船
川
）

漁
業
権
設
定
（
大
２
・
９
・
１７
）

鰊
絞
粕
金
２３
石

支
払
期
（
大
５
・
６
・
１０
）

利
息
金
１０
円
に
付
き

一
ヶ
月
１５
銭
（
支
払
期
毎
年
６
・
３０
）

・
４４６

三
浦
金
蔵

大
２
・
７
・
１
〜
同
６
・
６
・
３０

鰊
〆
粕
１５
石

大
３
・
４
・
２８
〜
同
７
・
６
・
３０

鰊
〆
粕
１５
石

４４



四
、
天
売
島
・
焼
尻
島
に
於
け
る
他
の
漁
業
権
の
実
態

天
売
島

漁
業
権
の
設
定

鰮・
天
鰮
定
第
１９
号

明
３９
・
１０
・
２

冨
田
佐
平
（
戸
賀

浜

塩
谷
）

売
買
契
約
（
大
３
・
６
・
３０
）

・
２０

明
３９
・
１０
・
２

石
川
政
治
（
北
浦

畠
）

売
買
契

約
（
大
３
・
１１
・
１１
）

鱒・
天
鱒
定
第
１
号

明
３５
・
７
・
１

佐
藤
晋
吉
（
由
利

松
ヶ
崎
）

大
１１
・
７
・
１

・
３

同
右

・
７

明
３５
・
７
・
１

赤
塚
伝
蔵
（
東
雲

向
能
代
）

大

３
・
２
・
２０

・
８

同
右

・
天
鱒
特
１
号

明
３５
・
７
・
１

渡
辺
八
太
郎
（
松
ヶ
崎

神
沢
）

売
買
契
約
（
明
４４
・
９
・
２８
）

渡
部
忠
蔵

（
神
沢
）

家
督
相
続
（
大
６
・
１
・
９
）

柳
田
カ

蔵

売
買
契
約
（
昭
４
・
８
・
２１
）

（
漁
業
の
種
類
、
名
称
│
特
別
漁
業
第
３
種
鱒
地
曳

網
）

焼
尻
島

漁
業
権
の
設
定

柔
魚

苫
柔
定
第
５
号

昭
４
・
２
・
２７

水
野
長
左
エ
門
（
焼
尻
村

戸
賀
）

昭
４
・
２
・
２７

・
８

昭
４
・
３
・
１

武
田
廣
男
（
戸
賀

浜
塩
谷
）
他
一

名
（
共
同
漁
業
権
者
）

昭
４
・
３
・
１

・
１８

昭
７
・
７
・
１８

石
川
銀
治
（
焼
尻
村

戸
賀
）

無

償
贈
與
（
昭
１２
・
３
・
２９
）

・
８２

昭
１３
・
９
・
１２

武
田
廣
男
（
同
）
他
１
名

昭
１３
・

９
・
１２

・
８５

昭
１５
・
４
・
２

水
野
長
左
エ
門

昭
１５
・
４
・
２

冨
田
佐
蔵
（
焼
尻
村
）

売
買
契
約
（
昭
１６
・
１１
・

１５
）

冨
田
三
之
助
（
焼
尻
村
）

家
督
相
続
（
昭
１７
・

１０
・
２３
）

・
１４８

昭
２２
・
６
・
４

鎌
田
綱
吉
（
焼
尻
村
）

昭
２２
・

６
・
６

・
１５０

昭
２３
・
９
・
８

石
川
銀
治
（
焼
尻
村
）

昭
２３
・

９
・
８

鰤苫
鰤
定
第
１
号

大
９
・
２
・
２３

白
幡
清
吉
（
焼
尻
村
）

大
９
・
２
・
２３

五
、
離
島
以
外
の
地
域
で
の
鰊
漁
業
権
の
実
態

枝
幸
郡

海上出稼（北海道）史料
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Ⅰ
�
漁
業
権
の
設
置

枝
鰊
定
第
１９
号

村
山
喜
作
（
枝
幸
村

土
崎
）

・
１３９
（
第
２
）

村
山
喜
一
郎
（
土
崎

永
覚
）

売
買
契
約

（
昭
６
・
１１
・
２６
）

・
３２８

同
右

・
３３４

同
右

・
１５０

明
３５
・
７
・
１

村
山
喜
一
郎
（
同
）

大
３
・
８
・

１７

村
山
金
十
郎
（
同
）

譲
渡
契
約
（
大
３
・
６
・

１５
）

村
山
喜
一
郎

譲
渡
契
約
（
大
５
・
６
・
５
）

村
山
金
十
郎

譲
渡
契
約
（
大
７
・
５
・
２０
）

村
金

拓
殖
合
名
会
社
（
枝
幸
郡
）

譲
渡
契
約
（
大
１０
・

４
・
１０
）

村
山
喜
一
郎

譲
渡
契
約
（
大
１３
・
６
・

９
）

村
金
拓
殖
合
名
会
社

売
買
契
約
（
大
１５
・

４
・
２６
）

村
山
喜
一
郎

売
買
契
約
（
昭
６
・
１１
・

２６
）

・
３９８

明
３７
・
６
・
５

村
山
喜
一
郎

大
３
・
８
・
１７

同
右

・
１８１

明
３５
・
７
・
１

漁
業
権
者

村
山
喜
一
郎

大
３
・

２
・
１０

・
３１８
（
第
２
）

村
山
喜
一
郎

売
買
契
約
（
昭
６
・
１１
・

２６
）

・
３２１

明
３５
・
７
・
１

村
山
喜
一
郎

明
４５
・
７
・
１

村
山
金
十
郎

譲
渡
契
約
（
明
４５
・
６
・
１０
）

村
山

喜
一
郎

譲
渡
契
約
（
大
３
・
６
・
１５
）

・
３２５

同
右

・
３３１

明
３５
・
７
・
１

村
山
喜
一
郎

大
３
・
６
・
２９

・
３２３

明
３５
・
７
・
１

村
山
喜
一
郎

大
６
・
１１
・
１０

・
３２６

明
３５
・
７
・
１

漁
業
権
者

村
山
喜
一
郎

明
４５
・

７
・
１

村
山
金
十
郎

譲
渡
契
約
（
明
４５
・
６
・

１０
）

村
山
喜
一
郎

譲
渡
契
約
（
大
５
・
６
・
５
）

村
山
金
十
郎

譲
渡
契
約
（
大
７
・
５
・
２０
）

村
金

拓
殖
合
名
会
社

譲
渡
契
約
（
大
１０
・
４
・
１０
）

村

山
喜
一
郎

譲
渡
契
約
（
大
１３
・
５
・
１０
）

・
３２７

明
３５
・
７
・
１

漁
業
権
者

村
山
喜
一
郎

大
６
・

１１
・
１０

村
金
拓
殖
合
名
会
社

譲
渡
契
約
（
大
１０
・

４
・
１０
）

村
山
喜
一
郎

譲
渡
契
約
（
大
１３
・
５
・

１０
）

村
金
拓
殖
合
名
会
社

売
買
契
約
（
大
１５
・

４
・
２６
）

村
山
喜
一
郎

売
買
契
約
（
昭
６
・
１１
・

２７
）

・
４０７

明
３７
・
１２
・
２４

村
山
喜
一
郎

大
６
・
１１
・
１０

同
右

・
３３２

明
３５
・
７
・
１

村
山
喜
一
郎

大
３
・
６
・
２９

村

金
拓
殖
合
名
会
社

売
買
契
約
（
大
１５
・
５
・
２５
）

村
山
喜
一
郎

売
買
契
約
（
昭
６
・
１１
・
２６
）

・
３３５

明
３５
・
７
・
１

漁
業
権
者

村
山
喜
一
郎

大
１１
・

７
・
１

村
金
拓
殖
合
名
会
社

譲
渡
契
約
（
大
１３
・

５
・
１０
）

村
山
喜
一
郎

売
買
契
約
（
昭
６
・
１１
・

２６
）
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・
３３６

明
３５
・
７
・
１

漁
業
権
者

村
山
喜
一
郎

大
１１
・

７
・
１

村
金
拓
殖
合
名
会
社

譲
渡
契
約
（
大
１３
・

５
・
１０
）

・
３３８

明
３５
・
７
・
１

漁
業
権
者

村
山
喜
一
郎

明
４５
・

７
・
１

村
山
金
十
郎

譲
渡
契
約
（
明
４５
・
６
・

１０
）

村
山
喜
一
郎

譲
渡
契
約
（
大
３
・
６
・
１５
）

村
山
金
十
郎

譲
渡
契
約
（
大
５
・
６
・
５
）

村
山

喜
一
郎

譲
渡
契
約
（
大
７
・
５
・
２０
）

村
金
拓
殖

合
名
会
社

譲
渡
契
約
（
大
１０
・
４
・
１０
）

・
４０４

明
３７
・
５
・
６

村
山
喜
一
郎

大
３
・
８
・
１７

村

山
金
十
郎

譲
渡
契
約
（
大
３
・
６
・
１５
）

村
金
拓

殖
合
名
会
社

譲
渡
契
約
（
大
１０
・
４
・
１０
）

村
山

喜
一
郎

譲
渡
契
約
（
大
１３
・
５
・
１０
）

村
金
拓
殖

合
名
会
社

売
買
契
約
（
大
１５
・
４
・
２６
）

村
山
喜

一
郎

売
買
契
約
（
昭
６
・
１１
・
２６
）

・
４２８

昭
４
・
１１
・
７

村
山
喜
一
郎

昭
４
・
１１
・
７

Ⅱ
�
貸
借
権
の
設
定

・
９１

岩
谷
禮
司
（
土
崎

嵐
町
）

大
１１
・
２
・
２５
〜
同
年
６
・
３０

収
穫
物
の
１００
分
の

１０

・
４００

武
田
幸
吉
（
枝
幸
村
）

大
１１
・
２
・
２５
〜
同
年
６
・
３０

収
穫
物
の
１００
分
の

１０

留
萌
郡

貸
借
権
の
設
定

留
東
定
第
１９５
号

戸
田
秀
松
（
天
王
村
）

転
貸
借
契
約

明
４５
・
３
・
１５
〜
同
年
６
・
３０

金
２５０
円

転
借
（
明
４５
・
４
・
５
）

戸
田
秀
松
・
佐
賀
春
治
（
留
萌
町
）

賃
貸
借
契
約
│
賃
借
権
設
定

大
３
・
１１
・
２０
〜
同
４
・
６
・
３０

金
１０００
円

・
２９８

松
永
政
吉
（
松
ヶ
崎
）

大
３
・
３
・
１２
〜
同
年
６
・
３０

鰊
絞
粕
７
石

・
３１１

京
谷
兼
吉
（
天
王

天
王
）

大
５
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

鰊
絞
粕
３０
石

・
３２１

戸
田
秀
松

転
貸
借
契
約
（
明
４５
・
３
・
１５
）

明
４５
・
３
・
１５
〜
同
年
６
・
３０

金
２５０
円

転
借
（
明
４５
・
４
・
５
）

大
２
・
７
・
１８
〜
同
３
・
６
・
３０

金
８００
円

戸
田
秀
松
・
佐
賀
春
治

賃
貸
借
契
約

大
３
・
１１
・
２０
〜
同
４
・
６
・
３０

金
１０００
円

・
３２３

京
谷
兼
吉

大
６
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

鰊
粕
２０
石

増
毛
郡

Ⅰ
�
漁
業
権
の
設
定

・
増
東
定
第
１４０
号

明
３５
・
７
・
１

横
内
石
松
（
青
森
県
）

大
３
・
９
・
５

佐
藤
吉
助
（
平
沢
町

平
沢
）

譲

海上出稼（北海道）史料
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渡
契
約
（
大
３
・
７
・
２４
）

・
１４１

明
３５
・
７
・
１

佐
藤
平
三
郎
（
増
毛
郡
）

大
１０
・

３
・
３

佐
藤
ノ
フ
ヱ
（
象
潟

塩
越
）

家
督
相
続

（
大
７
・
１２
・
１２
）

・
３６９

明
４１
・
４
・
２１

佐
藤
吉
四
郎
（
平
沢
町

平
沢
）

大
４
・
１０
・
１４

佐
藤
吉
次
郎
（
平
沢
町

中
町
）

家
督
相
続
（
大
４
・
６
・
１５
）

・
３７０

同
右

・
３７１

同
右

・
３８６

大
５
・
１１
・
３０

佐
藤
吉
助

大
５
・
１１
・
３０

・
４０３

大
１１
・
５
・
１６

金
佐
│
相
馬
合
名
会
社
（
増
毛
郡
）

大
１１
・
５
・
１６

佐
藤
ノ
フ
ヱ

譲
渡
契
約
（
大
１２
・

２
・
２６
）

・
４０４

大
１２
・
３
・
２６

佐
藤
ノ
フ
ヱ

大
１２
・
３
・
２６

・
４１２

昭
３
・
３
・
２６

佐
藤
ノ
フ
ヱ

昭
３
・
３
・
２６

佐

藤
雄
治
郎
（
象
潟

塩
越
）

家
督
相
続
（
昭
１６
・

５
・
２
）

Ⅱ
�
貸
借
権
の
設
定

・
１０２

佐
藤
久
蔵
（
南
磯

南
平
沢
）

大
２
・
１１
・
１
〜
同
７
・
７
・
３０

金
５０
円

佐
藤
文
助
（
塩
谷
村
）

・
２３９

同
右

・
３７２

佐
藤
吉
四
郎

貸
借
権
設
定

明
４５
・
５
・
１
〜
同
４７
・
７
・
３１

金
１１００
円

佐
藤
吉
次
郎

貸
借
権
設
定

大
５
・
８
・
１
〜
同
年
７
・
３１

金
４００
円

・
３７３

同
右

宗
谷
郡

Ⅰ
�
漁
業
権
の
設
置

宗
鰊
定
第
２２
号

明
３５
・
７
・
１

佐
々
木
岩
太
郎
（
象
潟

町
）

贈
與
契
約
（
昭
３
・
５
・
１０
）

・
４０

漁
業
権
者

佐
々
木
喜
平
治
（
五
里
合

箱
井
）

大

１１
・
７
・
１

佐
々
木
栄
悦
（
箱
井

町
屋
田
）

家

督
相
続
（
大
３
・
３
・
２８
）

・
５６

明
３５
・
７
・
１

漁
業
権
者

鎌
田
千
代
吉
（
戸
賀

加
茂
青
砂
）

大
１
・
８
・
２０

太
田
千
代
吉
と
変
更

（
大
１
・
８
・
２０
）

・
８５

明
３５
・
７
・
１

漁
業
権
者

金
子
由
蔵
（
浜
口
村
）

大
８
・
５
・
１２

・
８６

同
右

・
１５８

明
３５
・
７
・
１

漁
業
権
者

船
木
弥
市
（
南
磯
村

増
川
）

大
４
・
４
・
１７

船
木
忠
洋
（
増
川

惣
屋

布
）

家
督
相
続
（
大
６
・
６
・
１４
）

大
友
長
太
郎

（
稚
内
町
）

売
買
契
約
（
昭
２３
・
２
・
１２
）

・
１８３

同
右

・
２１０

明
３５
・
７
・
１

漁
業
権
者

斉
藤
由
松
（
浜
田
村
）

大
６
・
５
・
７

斉
藤
賢
治
（
同
）

家
督
相
続
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（
大
５
・
１０
・
１３
）

・
３３６

明
３５
・
７
・
１

漁
業
権
者

三
村
與
市
郎
（
払
戸
）

大
３
・
５
・
１４

吉
田
精
策
（
稚
内
）

売
買
契
約

（
昭
１４
・
１０
・
２８
）

・
３３７

同
右

・
４４３

明
３５
・
７
・
１

秋
田
木
材
株
式
会
社
（
能
代

卸
指

南
町
）

譲
渡
契
約
（
大
４
・
７
・
１
）

・
５４５

明
４０
・
１
・
１７

漁
業
権
者

見
上
隆
平
（
能
代

東

雲
村

朴
瀬
）

明
４５
・
７
・
１６

見
上
良
助
（
稚

内
）

譲
渡
契
約
（
明
４５
・
６
・
２０
）

見
上
良
介
（
東

雲
村

朴
瀬
）
と
更
生
（
大
５
・
４
・
２９
）

・
５４６

明
４０
・
４
・
１３

見
上
良
助

住
所
氏
名
に
錯
誤
―
見

上
良
介
（
東
雲

朴
瀬
）（
大
５
・
４
・
２９
）

見
上

隆
三

他
二
名
（
共
同
漁
業
権
者
）

遺
産
相
続
（
大

１１
・
２
・
２０
）

・
５４８

明
４０
・
４
・
１３

見
上
隆
平

譲
渡
契
約
（
明
４５
・

６
・
２０
）

見
上
隆
三

譲
渡
契
約
（
大
３
・
５
・

１０
）

見
上
良
助

譲
渡
契
約
（
大
５
・
４
・
２０
）

見
上
隆
三

（
共
同
漁
業
権
者
名
簿
）

遺
産
相
続

（
大
１１
・
２
・
１０
）

見
上
ト
ヨ
（
東
雲

朴
瀬
）

譲
渡
契
約
（
大
１１
・
４
・
２８
）

・
５７９

大
５
・
５
・
２

見
上
良
介

大
５
・
５
・
２

見
上

隆
三
外
二
名
（
共
同
漁
業
権
者
）

遺
産
相
続
（
大

１１
・
２
・
１０
）

・
５４６

見
上
隆
三

見
上
リ
ャ
ウ

見
上
ト
ミ

昭
７
年
１１
月

１５
日

漁
業
権
を
斉
藤
清
太
郎
に
移
転
し
共
有
関
係
を

抹
消
（
昭
７
・
１１
・
２１
）

・
５４８

同
右

・
５７９

同
右

Ⅱ
�
貸
借
権
の
設
定

・
１８

安
藤
長
次
郎
（
河
辺

浜
田
）

明
４４
・
５
・
１０
〜
同
年
６
・
３０

金
３００
円

・
３４

鎌
田
作
松
（
戸
賀

加
茂
青
砂
）

明
４４
・
１０
・
８
〜
同
４７
・
６
・
３０

金
６００
円

大
４
・
７
・
４
〜
同
７
・
６
・
３０

金
５００
円

鎌
田
作
松
（
宗
谷
郡
）

大
９
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

金
１００
円

・
３５

鎌
田
作
松
（
戸
賀

加
茂
青
砂
）

大
２
・
７
・
２４
〜
同
５
・
６
・
３０

金
３０
円

大
５
・
７
・
４
〜
同
７
・
６
・
３０

金
１０
円

鎌
田
作
松
（
稚
内
）

大
８
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

金
２００
円

大
９
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

金
２００
円

・
３６

宮
崎
政
吉
（
北
浦
町
）

大
４
・
３
・
２０
〜
同
年
６
・
３０

鰊
絞
粕
１５
石

大
５
・
４
・
１
〜
同
７
・
６
・
３０

鰊
絞
粕
１３
石

・
１５６

同
右

海上出稼（北海道）史料
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・
３８

石
川
石
五
郎
（
北
浦

西
黒
澤
）

大
３
・
１２
・
２９
〜
大
４
・
７
・
１５

鰊
搾
粕
３５
石

・
３９

同
右

・
４３

天
野
末
吉
（
脇
本
）

大
６
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

鰊
収
穫
高
５
分

・
４４

金
谷
金
平
（
戸
賀

加
茂
青
砂
）

明
４５
・
４
・
２０
〜
同
年
６
・
３０

金
２５０
円

・
５６

太
田
千
代
吉
（
戸
賀

加
茂
青
砂
）

大
４
・
８
・
２８
〜
同
７
・
６
・
３０

金
１５
円

鎌
田
作
松
（
稚
内
）

大
９
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

金
２００
円

・
１５０

佐
藤
三
蔵
（
南
磯

増
川
）

明
４４
・
１１
・
１７
〜
同
４５
・
６
・
３０

金
３５０
円

・
３２８

同
右

・
３２９

同
右

・
１５８

安
田
政
吉
（
船
越
）

大
４
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

金
１３５０
円

・
１８３

同
右

金
１０００
円

・
２０１

佐
々
木
千
代
松
（
戸
賀

加
茂
青
砂
）

大
２
・
４
・
１８
〜
同
２
・
６
・
３０

金
５００
円

大
２
・
７
・
１７
〜
同
４
・
６
・
３０

金
４００
円

大
４
・
８
・
４
〜
同
５
・
６
・
３０

金
３５０
円

・
２６１

君
川
萬
蔵
（
河
辺

新
屋
）

明
４５
・
４
・
１１
〜
同
年
６
・
３０

金
７５０
円

・
２６２

本
川
弥
市
（
北
浦

相
川
番
外
地
）

明
４５
・
４
・
２１
〜
同
年
６
・
３０

金
６８０
円

高
野
利
助
（
北
浦

北
浦
）

大
３
・
３
・
２６
〜
同
年
６
・
３０

大
４
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

大
５
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

鰊
収
穫
高

２００
石
以
上

３５
石
（
鰊
絞
粕
）

２００
石
未
満

３０
石
（
同
）

・
２６７

浅
井
三
之
助
（
北
浦

北
浦
）

大
３
・
３
・
３０
〜
同
年
６
・
３０

記
載
な
し

大
４
・
４
・
１０
〜
同
年
６
・
３０

大
５
・
４
・
６
〜
同
年
６
・
３０

大
６
・
４
・
１１
〜
同
年
６
・
３０

鰊
収
穫
高

２００
石
以
上

３０
石
（
鰊
絞
粕
）

２００
石
未
満

２５
石
（
同
）

但
し
大
正
６
年
は

２００
石
以
上

２５
石
（
同
）

２００
石
未
満

２０
石
（
同
）

・
３３６

吉
田
勇
助
（
脇
本

田
谷
澤
）

大
３
・
４
・
１
〜
同
７
・
６
・
３０

金
７５
円

大
９
・
５
・
３
〜
同
１１
・
６
・
３０

金
７５
円

大
１２
・
４
・
１
〜
同
１６
・
６
・
２０

金
７５
円

・
３３７

吉
田
勇
助

大
３
・
４
・
１
〜
同
７
・
６
・
３０

金
７５
円

伊
藤
宇
助
（
船
川

羽
立
）
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大
７
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

金
１５０
円

吉
田
勇
助

大
９
・
５
・
３
〜
同
１１
・
６
・
３０

金
７５
円

（
転
貸
し
可
）

大
１２
・
４
・
１
〜
同
１６
・
６
・
２０

金
７５
円

・
３４３

加
藤
冨
松
（
脇
本

脇
本
）

大
３
・
６
・
２８
〜
同
６
・
６
・
２８

金
８５０
円

渡
部
直
吉
（
大
久
保

虻
川
境
）

大
５
・
１
・
１６
〜
同
年
６
・
３０

金
８５０
円

・
３４４

武
田
三
六
（
戸
賀

浜
塩
谷
）

明
４４
・
６
・
２７
〜
明
４５
・
６
・
２５

金
４１０
円

加
藤
冨
松

大
２
・
７
・
１１
〜
大
３
・
６
・
３０

鰊
絞
粕
精
品
２５
石

大
３
・
６
・
２８
〜
同
６
・
６
・
２８

金
６００
円

・
４９３

戸
田
欽
助
（
天
王

天
王
）

明
４５
・
４
・
１
〜
同
年
６
・
３０

金
４５０
円

大
２
・
１０
・
１
〜
同
５
・
６
・
３０

金
４５０
円

六
、
そ
の
他
の
漁
業
権
の
実
態

宗
谷
郡

漁
業
権
の
設
定

鮭・
宗
鮭
定
第
６１
号

大
１２
・
１０
・
６

天
野
鉄
蔵
（
脇
本

横

町
直
下
）

売
買
契
約
（
昭
５
・
７
・
８
）

漁
業
期

間
（
８
月
〜
１２
月
）

鱒・
宗
鱒
定
第
６
号

明
３５
・
７
・
１

天
野
鉄
蔵

売
買
契
約

（
昭
５
・
７
・
８
）

漁
業
期
間
（
６
月
〜
８
月
）

鰈・
宗
鰈
定
第
４３
号

明
３５
・
７
・
１７

遠
藤
傳
吉
（
松
ヶ
崎
）

明
４５
・
７
・
１７

枝
幸
郡

漁
業
権
の
設
定

鮭枝
鮭
定
第
１８
号

明
３５
・
７
・
１

村
山
喜
一
郎
（
土
崎

永

覚
町
）

売
買
契
約
（
大
７
・
９
・
１
）

・
１９

明
３５
・
７
・
１

漁
業
権
者

村
山
喜
一
郎

大
３
・

２
・
５

・
２３

明
３５
・
７
・
１

漁
業
権
者

村
山
金
蔵
（
土
崎

永

覚
町
）

明
４４
・
８
・
８

村
山
喜
一
郎

譲
渡
契
約

（
明
４４
・
３
・
１
）

・
２４

明
３５
・
７
・
１

村
山
喜
一
郎

大
８
・
９
・
１

村

金
拓
殖
合
名
会
社
（
枝
幸
町
）

譲
渡
契
約
（
大
８
・

８
・
２３
）

・
２５

同
右

明
３５
・
７
・
１

漁
業
権
者

村
山
喜
一
郎

明
４４
・

８
・
８

村
山
金
蔵

譲
渡
契
約
（
明
４４
・
３
・
１
）

海上出稼（北海道）史料
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・
２７

明
３５
・
７
・
１

村
山
喜
一
郎

大
２
・
７
・
７

村

金
拓
殖
合
名
会
社
（
枝
幸
村
）

譲
渡
契
約
（
大
８
・

６
・
２３
）

・
３９

大
８
・
８
・
２３

村
山
喜
一
郎

大
８
・
８
・
２３

（
漁
業
の
種
類
│
落
網
類
漁
業
鮭
落
網
以
下
同
様
）

・
４２

大
９
・
７
・
２１

村
山
喜
一
郎

大
９
・
７
・
２１

（
漁
業
の
種
類
│
同

右
）

・
４３

大
９
・
７
・
２１

村
金
拓
殖
合
名
会
社

大
９
・
７
・

２１

・
４４

大
１０
・
２
・
１０

村
金
拓
殖
合
名
会
社

大
１０
・
２
・

１０

・
４５

同
右

・
４６

大
１０
・
９
・
２６

村
山
喜
一
郎

大
１０
・
９
・
２６

村

山
喜
作
（
枝
幸
村
）

譲
渡
契
約
（
大
１３
・
５
・
２０
）

・
５５

大
１４
・
３
・
１０

村
山
喜
作
（
土
崎

永
覚
町
）

大

１４
・
３
・
３１

・
５８

昭
３
・
９
・
５

村
金
拓
殖
合
名
会
社

昭
３
・
９
・

５

・
５９

同
右

・
７５

昭
６
・
７
・
３１

同

昭
６
・
７
・
３１

・
７６

村
山
喜
作
（
枝
幸
村
）

・
７７

昭
６
・
９
・
１

村
金
拓
殖
合
名
会
社

売
買
契
約

（
昭
９
・
１２
・
２１
）

・
７８

同
右

・
７９

昭
１０
・
５
・
１３

同

昭
１０
・
５
・
１３

・
８０

昭
１０
・
７
・
２３

同

昭
１０
・
７
・
２３

・
８１

同
右

鱒枝
鱒
定
第
１３
号

明
３５
・
７
・
１

村
山
喜
一
郎

大
１１
・

７
・
１

村
山
喜
作
（
枝
幸
村
）

売
買
契
約
（
昭

５
・
１０
・
１
）

・
１４

明
３５
・
７
・
１

村
山
喜
一
郎

大
１１
・
７
・
１

・
１５

明
３５
・
７
・
１

村
山
喜
一
郎

大
１１
・
７
・
１

村

金
拓
殖
合
名
会
社

売
買
契
約
（
昭
５
・
１０
・
２
）

・
１７

明
３５
・
７
・
１

伊
藤
吉
蔵
（
枝
幸
村
）
譲
渡
契
約

（
大
６
・
１０
・
１０
）

伊
藤
與
七
（
天
王

江
川
）

家
督
相
続
（
大
１５
・
２
・
７
）

伊
藤
ミ
サ
（
枝
幸

村
）

贈
與
契
約
（
昭
５
・
６
・
２５
）

（
本
稿
は
礼
文
・
利
尻
・
天
売
・
焼
尻
の
四
離
島
を
中
心
に
枝

幸
郡
・
宗
谷
郡
な
ど
へ
、
秋
田
県
か
ら
進
出
し
た
漁
師
を
「
旧

免
許
漁
業
原
簿
」
か
ら
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
に
は
寄
留

地
や
移
住
地
に
な
っ
て
い
る
も
の
、
漁
業
権
の
移
転
等
で
他
の

漁
師
も
若
干
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
書
写
の
不
手
際
か
ら
免
許

番
号
が
明
確
で
な
い
も
の
、
天
売
と
焼
尻
の
そ
れ
は
ど
ち
ら
に

属
す
る
か
判
然
と
な
い
も
の
な
ど
が
若
干
あ
る
。）
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・
平
成
十
七
年
四
月

学
内
に
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
足
。

こ
の
中
に
雪
国
民
俗
館
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
本
館
は
木
造
の

小
さ
な
建
物
だ
が
、
先
祖
の
知
恵
と
足
跡
を
語
る
民
具
類
を
展

示
・
公
開
し
て
い
る
。
そ
の
案
内
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
完
成
し

た
。
Ａ
４
判
・
三
つ
折
り
サ
イ
ズ
、
カ
ラ
ー
版
で
あ
る
。
昨
年

は
小
学
生
八
十
余
名
が
「
昔
の
く
ら
し
」
を
テ
ー
マ
に
勉
強
に

き
た
。
農
具
や
遊
具
、
は
き
物
、
イ
ロ
リ
の
こ
と
な
ど
熱
心
に

メ
モ
を
と
っ
て
い
た
。
皆
さ
ん
是
非
見
学
に
お
い
で
下
さ
い
。

・
昨
年
八
月

伊
藤
さ
ん
（
大
内
町
）
か
ら
ネ
コ
ゲ
ラ
・
輪
カ

ン
ジ
キ
・
火
バ
チ
・
ス
リ
バ
チ
・
お
や
つ
作
り
の
型
（
木
製
）

な
ど
民
具
五
十
四
点
、
そ
れ
に
刀
剣
二
振
り
、
槍
二
本
の
寄
贈

が
あ
っ
た
。
整
理
の
つ
い
た
も
の
は
展
示
し
て
い
る
。
あ
ら
た

め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

・「
図
説

雪
国
の
民
具
」
の
刊
行
（
三
月
）
を
め
ざ
し
て
写

真
撮
影
な
ど
の
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
藁
製
の
は
き

物
を
扱
っ
た
。
例
え
ば
ワ
ラ
ジ
と
ゾ
ウ
リ
。
前
者
は
足
を
の
せ

る
台
部
、
紐
を
通
す
乳
（
ミ
ミ
）、
か
か
と
部
の
カ
エ
シ
、
紐

（
鼻
緒
の
延
長
）
で
構
成
。
後
者
は
足
を
の
せ
る
台
部
、
鼻
緒

で
あ
る
。
こ
れ
が
両
者
の
基
本
的
な
構
成
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
用

途
に
よ
り
異
な
る
。
こ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
作
業
に
用
い
ら
れ

た
か
、
技
法
や
地
域
性
、
ま
た
作
業
能
率
や
経
済
性
な
ど
話
題

が
広
が
る
。
民
具
は
見
る
人
に
様
々
な
こ
と
を
語
り
か
け
て
く

れ
る
。
予
算
上
の
こ
と
も
あ
り
白
黒
版
（
Ｂ
５
判
）
だ
が
、
広

く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

・「
は
じ
め
に
」
に
も
記
し
て
い
る
が
、
今
後
は
地
域
社
会
と

の
連
携
を
深
め
、
暮
ら
し
の
文
化
に
関
心
の
あ
る
方
々
、
ま
た

そ
う
し
た
調
査
や
研
究
を
し
て
い
る
方
々
と
の
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
雪
国
民
俗
館
の
活
動
に
あ
た
り
た
い
。
そ
し
て
同
時
に

研
究
誌
「
雪
国
民
俗
」
の
内
容
の
充
実
を
図
り
た
い
。
本
館
が

「
雪
国
の
暮
ら
し
と
文
化
」
の
情
報
発
信
の
基
地
に
な
る
よ
う

頑
張
る
所
存
で
あ
る
。

ご
支
援
・
ご
援
助
の
程
、
よ
ろ
し
く
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。

（
編
集
一
同
）

編

集

後

記
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